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１ 研究開発概要 

                                             

1. 事業拠点校名 

学校名:姫路女学院中学校・高等学校 

学校長名:摺河祐彦 

 

2. 事業実施期間 

契約締結日〜令和 8年 3 月 31 日 

 

3. 構想概要 

構想名：城下町 Himeji からのグローバル人材育成 

概要：姫路を中心とする兵庫県の西播地区は世界文化遺産姫路城の城下町として、古くか

ら国際交流の一つの拠点として栄えてきた。本構想では、学校法人摺河学園の管理のも

と、拠点校の姫路女学院中学校・高等学校を中心に、街のいたるところに日本文化がなお

息づく城下町という特色を活かし、留学生の受け入れと探究型学習を通じて、グローバル

な視点で都市の魅力化に資する若者の育成を目指す。日本人高校生は、留学生との交流や

海外研修、大学と協働したカリキュラムを通じて、実践的な英語力を身に付けつつグロー

バルな意識を醸成し、まちの魅力化を考える。同時に外国からの入学生を含めた留学生の

受け入れ拡大を進め、彼らは地元企業や大学と協働したカリキュラムを通じて地域社会を

理解し、まちの魅力化を考える。将来的に、日本人高校生と留学生が切磋琢磨し、グロー

バル・ローカル双方の視点で地域社会を活性化する高度人材となることを目指す。 

 

4. 本事業における教育課程の特例の活用：無 

 

5. 事業実施体制 

事業項目 実施場所 事業担当責任者 

城下町教育 ALネットワーク 

推進会議 
拠点校等 管理機関理事長兼拠点校校長 

拠点校・事業連携校連絡協議会 拠点校等 管理機関理事長兼拠点校校長 

海外連携交渉会議 拠点校等 管理機関理事長兼拠点校校長 

AP 推進会議 拠点校等 管理機関理事長兼拠点校校長 

運営委員会 拠点校等 管理機関理事長兼拠点校校長 

検証委員会 拠点校等 管理機関理事長兼拠点校校長 
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海外研修 拠点校・事業連携校等 海外交流研究開発部会主任 

外国人留学生の受け入れ体制 拠点校等 海外交流研究開発部会主任 

外国人留学生のための日本語 

教育体制 
拠点校等 海外交流研究開発部会主任 

探究型カリキュラム 
拠点校・事業連携校・ 

事業協働機関等 

カリキュラム研究開発部会 

主任 

大学教育の先取り履修の実施 拠点校・事業協働機関等 管理機関理事長兼拠点校校長 

国際会議 拠点校 海外交流研究開発部会主任 

より高度な内容を学びたい 

高校生のための拠点校における 

カリキュラム 

拠点校 管理機関理事長兼拠点校校長 

情報発信・周知 拠点校 管理機関理事長兼拠点校校長 

 

6. 今年度の計画 

(1)事業項目別実施期間 

実施期間:契約締結日〜令和 8 年 3 月 31 日 

事業項目 
4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

城下町教育 AL ネットワーク推進会議   〇         〇 

拠点校・事業連携校連絡協議会    〇        〇 

海外連携交渉会議             

AP 推進会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

運営委員会   〇         〇 

検証委員会     〇       〇 

海外研修      〇 〇     〇 

国際文化交流研修        〇     

外国人留学生の受け入れ体制 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

外国人留学生のための日本語教育体制 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

探究型カリキュラム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

大学教育の先取り履修の実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

国際会議        〇     

より高度な内容を学びたい高校生のた 

めの拠点校におけるカリキュラム 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

情報発信・周知 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

財政等支援は通年で行う。 



3 

 

(2)今年度の具体的な事業計画 

1. 城下町教育アドバンストラーニング(以下、「AL」)ネットワーク運営組織の構築 

管理機関が拠点校・事業連携校・事業協働機関との調整・ 指導助言を行っていく。 

 

・城下町教育 AL ネットワーク推進会の開催：令和 6年度に引き続き、年 2回実施す

る。事業の内容や計画・進捗に関する情報共有と、各取り組みの方向性の決定を行う。対

面又はオンライン会議の開催とする。 参加者は、管理機関・拠点校・事業協働機関 (カ

リキュラムアドバイザー等)とする。 

 

・拠点校・事業連携校連絡協議会の開催：令和 6年度は年 1回の実施にとどまったが、令

和 7年度は年 2回実施する。事業の具体的な内容・計画・実施方法等についての協議及び

拠点校での研究開発の内容や取り組みの共有に加え、協働事業の議 

論及び検討を行う。参加者は、管理機関・拠点校・事業連携校とする。 

 

・海外連携交渉会議の開催：令和 7年度は年 2回実施する。特に、探究型カリキュラム

「未来クリエイト」で海外研修として訪れる国立基隆女子高級中学(台湾)と外国からの入

学生送り出し元の一つであるオフショアスクールを運営するタラカニタ財団(インドネシ

ア)、国際会議を協働で実施するケーマシリ・メモリアル校(タイ)、啓星高校(韓国)と実

施し、それぞれ計画立案、実施状況、成果及び課題の把握にあたっての協議を行う。 

 

・先取り履修(アドバンストプレイスメント(以下、AP))推進会議の開催：令和 7年度は大

学の先取り履修に関して、計画立案、実施状況、成果及び課題の把握を行い、事業協働機

関(大学)と協議を随時行う。参加者は、管理機関・事業拠点校・事業協働機関(大学)であ

る。特に、本事業に関わる協定を締結した甲南大学との協議を行う。 

 

・運営指導委員会の実施：令和 6年度に引き続き、専門的見地からの助言を行う運営指導

員 3名から成り立つ運営指導委員会を、推進会議に合わせて年 2回実施する。委員構成に

変更はない。 

委員構成： 

甲南学園理事長 長坂 悦敬氏 

姫路市前市長 石見 利勝氏 

但陽信用金庫支配人 桑田 純一郎氏 

 

・検証委員会の実施：令和 6年度は検証指標の検討のために年 1回実施した。令和 7年度

は検証指標の検討及び、年間の取り組みの成果を検証するため、年 2回実施する。委員構

成に変更はない。 
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委員構成： 

甲南学園経営企画室 新美 太基氏 (国際教育の観点) 

兵庫県元副知事   金澤 和夫氏 (教育政策の観点) 

玉田学園理事長   中村 忠司氏 (学校教育の観点) 

 

2. 研究開発・実践 

・拠点校における海外研修 

カナダ海外研修：令和 6年度に引き続き中高一貫コース中学校 3年生対象の必須海外研修

として実施する。研修内では、文理の枠にとらわれない学びとしてテーマを設定し(調整

中)、研修前後にそれを踏まえた探究型学習を行う。その成果を 2月に拠点校主催で実施

する「リベラルアーツフェスティバル」にて卒業作品として展示・発表する。 

 

台湾海外研修：本事業で開発を行う探究型カリキュラム「未来クリエイト」で必須となる

本研修は、令和 7年度に初めて実施する。令和 7年度は、海外連携交渉会議で訪問計画等

を両校で協議し、中高一貫コース高等学校 2年生対象に研修を実施する。研修成果は 2月

に拠点校で実施する「リベラルアーツフェスティバル」にて発表する。カリキュラム研究

開発部会との連携に留意しながら進める。また令和 6年度と同様、希望制のハワイ短期英

語研修を予定しており、本カリキュラム履修生徒からグローバルリーダーの育成を図る。 

 

・外国人留学生の受け入れ体制：事業協働機関であるタラカニタ財団(インドネシア)のオ

フショアスクールからの令和 7年度受け入れ生徒の選抜を行い、3月の来日に向け手続き

を進めている。しかしながら同財団との日程調整がつかず、現地での募集説明会が実施で

きなかった。令和 7年度はさらに多くの志願者を募るため、オフショアスクールでの募集

説明会のため担当者を派遣する。さらに、オフショアスクールからの留学生受け入れによ

り培ったノウハウを展開すべく、令和 7年度末 3月に台湾での募集説明会を実施するため

担当者を派遣する。また並行して、外国人留学生の受け入れに関わる、学習、進路及び生

活の支援体制について引き続き検討を進める。その成果と今後の課題については拠点校内

で協議し、将来的な受け入れ拡大に向けた体系的な体制づくりを進める。学習支援にあた

っては、言語教育の充実を図る。英語教育については特別免許状を持つ外国人教員の積極

的活用を行い、高度な英語教育実施に向けた計画を策定する。 

 

・外国人留学生のための日本語教育体制：入学前日本語教育：令和 7年度は、オンライン

教育と並行して現地へ日本語講師を派遣し、日本語教育を充実させる。現地では日本の文

化や慣習の理解を深める教育も実施し、拠点校の伝統ある教育の特色を活かす。 

入学後日本語教育：令和 7年度は、令和 6年度に引き続き佐藤奈津氏をカリキュラムアド

バイザーとして迎え、指導助言を得ながら策定した、シラバスの本格運用を図る。 
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・探究型カリキュラム 

「未来クリエイト」：令和 6年度に引き続き、カリキュラム研究開発部会とカリキュラム

アドバイザーである一般社団法人 green4 との月例会を開き、随時シラバスの確認と見直

しを行う。特に令和 7年度は 2年生以降のシラバスを整備し、3ヵ年の探究型学習のシラ

バスを作成する。シラバス内には、大学による特別講義と必須海外研修及び、それに向け

た英語力強化講座を盛り込む。具体的には、甲南大学による特別講義を 2か年で 3回実

施、高校 2年生秋に国立基隆女子高級中学(台湾)への海外研修を実施、また外国人教員 

による英語講座を複数回実施する。そして、2月には拠点校で実施する「リベラルアーツ

フェスティバル」にて探究型学習の成果を発表する。 

 

「日本文化探究」：カリキュラム研究開発部会において、随時シラバスの確認と見直しを

行う。特に令和 7年度は 2年生以降のシラバスを整備し、3ヵ年の探究型学習のシラバス

を作成する。その際、総合探究として実施する「リベラルアーツゼミ」の活用とともに拠

点校が姫路市より委託を受ける姫路市グローバル人材育成事業との連携も図り、実社会と

の接点(見学・訪問・体験など)を重視する。その成果は、12 月の WWL 全国高校生会議、2

月の拠点校における「リベラルアーツフェスティバル」等で発表する。また共通して、検

証委員会の助言のもと作成した姫路女学院グランドデザインを活用し、学習ルーブリック

評価を実施する。その結果をもとに令和 8年度には教科学習等にもルーブリック評価を展

開する。 

 

・大学教育の先取り履修の実施：令和 7年度は、先取り履修に先立ち、拠点校生徒の甲南

大学での聴講を実施し、先取り履修に向けた具体的な検討を進める。 

 

・国際会議の実施に向けた計画：令和 7年度は 2校と拠点校で海外連携交渉会議を持ち、

具体的な国際会議の開催要項を決定し、12 月の実施を予定している。その際、講演及び指

導助言にあたる専門家を 3名程度招聘する。 

 

・工夫された学習活動の実施に向けた計画：海外連携校の姉妹校ナザレ校(ポーランド)と

の協議の結果、令和 7年度は、同姉妹校との間で国際文化交流を奈良で 11 月に実施する

予定である。具体的にはナザレ校から来日する留学生と本校生徒で奈良を訪問し、日本の

伝統文化体験の受講を行う。今年度の成果をもとに、令和 8年度以降、事業連携校からの

参加も計画している。 

 

・より高度な内容を学びたい高校生のための拠点校における環境整備：令和 7年度は当初

計画していた「US デュアル・ディプロマ・プログラム」のみならず、高度な内容を 

学ぶことのできる環境整備を改めて検討する。令和 8年度には制度を確立させる。 
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・情報発信・周知：国内事業連携機関に対してはメーリングリストにより情報を配信し、

国外への発信については、姫路女学院中学校・高等学校内本事業の特設ページより情報を

配信する。 

 

3. 財政等支援 

・自己負担額の支出計画：令和 6年度に引き続き、外国からの入学生を含めた留学生受け

入れに際して必要な経費を拠点校が負担する。特にタラカニタ財団(インドネシア)から来

日予定の外国人留学生に対するオンラインでの日本語教育の担当者の人件費、及び現地で

の日本語教育の担当者の人件費を拠点校が負担する。また、募集説明会にあたっての担当

者の旅費及び、国際文化交流プログラムにかかる費用を拠点校が負担する。 

 

・人的又は財政的な支援、研修やセミナー等の実施に向けた計画：令和 6年度に引き続

き、WWL 推進体制の強化のため、各部会を含めた事務局・カリキュラム等アドバイザー・

運営指導委員・検証委員を任命し、職務にあたらせる。また、 拠点校内での研修とし

て、姫路女学院グランドデザインをもととした探究型学習の充実に向けた研修と、受け入

れた外国人留学生に対する学習・進路及び生活の支援に向けた研修を年間通して計画す

る。それぞれ専門家を招聘し、指導助言を仰ぐ。事業連携校や事業協働機関にも広く参加

を呼び掛ける。 

 

・支援期間終了後の事業の継続的な実施に向けた計画：姫路市等の地元企業に働きかけ、

イノベーティブでグローバル高度人材の育成に対する、ふるさと納税や寄附を呼び掛け

る。また、姫路市と管理機関で締結する包括連携協定をもとに、外国からの入学生 

に対する支援に向けて協議を行う。 
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２ 管理機関の取組み 

 

【1】 AL ネットワークの構築 

 

1. 概要 

 AL（アドバンスド・ラーニング）ネットワーク（以下、AL ネットワーク）の構築にあた

り、今年度は外部との連携強化に努めた。特に、国内外の高校との連携を進め、学校内の

環境だけでは得られない学びの場の創出、それによる教育効果の検証を試みた。具体的な

事例として、台湾にある姉妹校と連携した修学旅行時の交流活動、また国内外の複数の姉

妹校や事業連携校と連携した国際会議が挙げられる。 

  

2. 実施内容 

（1）高校修学旅行における台湾の姉妹校との交流活動 

 本事業で開発する探究カリキュラムの一つである「未来クリエイト」の一環として、台

湾にある姉妹校、国立基隆女子高級中学との交流を台湾修学旅行内で実施した。交流にお

いては、文化交流ではなく学術的な交流の場を設けることを意識した。すなわち、「未来

クリエイト」で取り組んでいる地域探究の進捗を姉妹校の生徒に発表し、意見交換を行う

場を設けた（詳細は【3】台湾修学旅行に記載）。 

 生徒のアイデアに広がりを持たせることを狙っての交流であったが、実際、生徒の思考

に深まりが出た。例えば、姫路のスーパーマーケットの魅力化に取り組んでいた生徒たち

は、「スーパーマーケット」という場所が外国人観光客にとってどのような場所かを改め

て認識したことなどが挙げられる。交流を通じ、そもそも外国人観光客がスーパーマーケ

ットを目的地として認識していない事実に気付いた。これにより、地元の高校生という主

観だけでなく、台湾の高校生という客観的な視点から自らのアイデアを再考することがで

きた。また、付随する教育効果として、学習姿勢や態度の変容も見られた。英語を第二言

語として学ぶ者同士の交流であったが、英語というツールの能力に関わらず、台湾の生徒

の自分の考えや思いを伝えようとする姿勢から学びを得ていた。彼らの主体性や積極性か

ら、場面に関わらず、国際社会では自信を持って自分の意見を伝えることが大切だと実感

する機会となった。 

  

（2）国内外の高校との国際会議 

 本事業の一環として、本校が主催するアジア高校生国際会議を令和 8年 2月 25 日・26

日に実施した。台湾・国立基隆女子高級中学、インドネシア・タラカニタ第二高校及びス

テラドゥチェ第一高校、本校が参加し、また近江兄弟社中学校・高等学校、静岡聖光中学

校・高等学校、韓国・啓星高校が観覧した。各都市の地域課題についての発表をしたの
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ち、それぞれの発表について意見交換の場を設け、最後に総括を行った（詳細は【7】国

際会議に記載）。 

 初めての国際会議の開催であり、その教育効果は未知数であったが、各校の取り組みか

らさらなる探究心を育むきっかけとなった。例えば、同じ「空き家」という問題でも、国

によって原因となる社会問題は異なるという気づきを得たり、「Informal Resident」

（行政上登録のない市民）という聞き慣れない社会問題を知ったり、あるいは洋服の大量

生産・消費という社会課題は国を越えて共通していたりといったことである。国際会議の

実施は、国際社会への関心を高める一助となったことがうかがえる。観覧校からもその学

びの様子に評価をいただいた。 

 

3. 成果 

 AL ネットワークを活用した高度な学びの成果として主に挙げられるのは、異なる立場か

ら物事を捉える視点をもつ重要性に気づいたこと、身の回りの問題を世界の問題と関連付

けることで探究を深める可能性に気づいたことである。単一の校内では、同じ教員・生

徒・環境で学ぶことが日常であり、外部からの刺激はなかなか得られない。ここで取り上

げた内容はいずれも、一つの学校での学びでは創出することが難しい学びであり、本事業

の連携が実を結んだ結果であると考えている。 

 

4. 今後の課題と展望 

 取り上げた二つの事例は次年度も継続する予定である。教育効果をより具体的に測るた

めの指標を設け、本事業で生まれる高度な学びを具体化しつつ同時に高めていく。また、

継続することによる効果も合わせて検証を進める。 

（文責：上田 友梨香） 

 

【2】職員研修 

1. 概要  

 今年度の職員研修では、策定を進めた姫路女学院グランドルーブリックを次年度から本

格的に導入することを念頭に、全教職員を対象とした研修を実施した。研修により、本校

の目指す方向性の共有については、一定程度の成果は見られたが、より深い理解ととも

に、本校として取り組むべき課題も明らかになった。 

2. 実施内容 

 本研修は以下の要領で実施した。研修の担当者はルーブリック検討委員会の構成員であ

る。 
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日時：令和 8年 1月 28 日（水）15 時 05 分～16 時 30 分 

場所：本校会議室 

概要：グランドルーブリックの基礎知識   （教務部長 山本） 

   姫路女学院グランドルーブリックとは （国際連携推進センター副センター長                      

                      上田） 

   グランドルーブリックの授業導入例  （数学科教諭 福田） 

当日は、専任・常勤職員及び非常勤職員から 61 名が参加した。以下、内容を順に記載

する。 

（1）グランドルーブリックの基礎知識 

 一般私学教育研究所の調査をもとに、私学におけるグランドルーブリック導入の現状と

本グランドルーブリックが必要とされる理由について説明した。そのうえで、ルーブリッ

ク検討委員会で決定した内容は出発点にすぎず、今後、授業等での具体的な実践を検討す

る主体は各教科・各分掌であることが強調された。さらに、本校で次年度から導入する 1

コマ 65 分授業との関連についても説明があった。なお、前提として、1コマの授業時間を

変更する目的を生徒の学びを深めることであると確認した。従来型の知識伝達型の授業で

はその目的は達せられないことから、探究的な学びを内容として取り入れ、生徒が主体的

に学びに関わる授業運営が求められる。その変革の指針として、グランドルーブリックの

活用の可能性が示された。 

 

（2）姫路女学院グランドルーブリックとは 

 姫路女学院グランドルーブリックの概要が説明された。探究心等 10 のスキルとその定

義、5段階の尺度、高校卒業時の到達目標がレベル 4であることなどが示された。最後

に、次年度初めには生徒に公表し、年度初めと年度末には生徒による自己評価を実施し

て、教育活動の成果検証を行う予定であることも伝えられた。 

（3）グランドルーブリックの授業例 

 数学 Aの単元である「場合の数」において、グランドルーブリックを意識した授業実践

の一例を数学科教員が考案し共有した。担当教員は、姫路女学院グランドルーブリックか

ら重点を置くスキルとして 3つのスキルを選び、問題の解説にあたってそれらのスキルを

伸長するような問いかけを行う授業をデモンストレーション形式で提示した。 

  

研修の振り返りを回収したところ、以下のような項目について意見が挙げられた。 

・レベル判断の共通理解をどのように形成するのか 

・生徒の特性や現状（保健室登校等）に対してどのような配慮が可能か 

・具体的な生徒の自己評価をどのように行うのか 
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3. 成果と課題 

 次年度に組織として導入する第一歩として、全体研修を開催できたことは大きな成果で

ある。グランドルーブリックについてこれまで十分な知識を持っていなかった教員にとっ

ても、その目的や全体像を大まかに理解する機会となった。今後は、その大まかに理解し

たものを、より具体的なイメージへと深めていくための研修や実践的な取り組みを重ねて

いく必要がある。また、それぞれ担当する分掌の立場からの意見を得られたことも重要な

成果であった。検討委員会では充分に考慮できていなかった本校の実情と照らし合わせる

ことが、今後の課題である。 

 4. 今後の展望 

 次年度は、新しい教職員体制のもと、姫路女学院グランドルーブリックの具体的な活用

に向けた組織研修を年度通じて計画し、複数回にわたり研修を実施していく予定である。

また今後の課題として、提示された意見や課題を整理し、組織として検討していく体制を

整えるとともに課題への具体的な対応策の提示を段階的に行っていく。現時点ではまだス

タートラインに立った段階である。あとは各教員がそれぞれの立場で実践を積み重ね、そ

の成果や課題を共有しながら、姫路女学院グランドルーブリックの改善と発展につなげて

いくことが重要である。 

                             （文責：上田 友梨香） 
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３ 拠点校の研究開発の内容・活動実績 （探究型学習） 

 

【1】未来クリエイト 

 

【高校 1年次】 

1. 概要 

 「未来クリエイト」は、中高一貫コースの高校 1・2年次を対象に開講された探究学

習である。本講座では、2年間を通じて『姫路の観光業が抱える課題』をテーマとして

設定し、現状分析から課題の抽出、解決策の考案、そして実地調査やデータ分析に基づ

く考察と実践という一連のプロセスを経験する。これにより、学術的な研究手法を習得

するとともに、生徒一人ひとりが地域活性化の担い手としての自覚を持ち、社会との関

わりを深めることを目的としている。本年度、1年次は姫路の観光業に潜む課題を探る

ための調査用紙の作成からデータ分析に至るまでの手法を学び、それをもとに調査を実

施し、姫路の観光課題に対する理解を深め、2年次の具体的な課題解決策の立案に向け

ての準備を進めた。 

 

2. 実施体制 

 ・対象生徒  ：特別進学国際教養コース 1年 1組 9名（中高一貫生） 

 ・教員    ：3 名 ※補佐（ALT）1名 

 ・外部講師  ： 一般社団法人 green4 より 2名 

 ※内容に応じ、専門的知見を有する外部講師を適宜招聘する。 

〈一般社団法人 green4 について〉  

 「森づくり活動」を通じて、学生の「アントレプレナーシップ（自分の知識や経験、特

性を活かしながら、自分はどう関われるかを考えること）」を育み、実践、継続できる活

動を目指し、学生と共に環境問題や「社会との関わり方」について考える活動を行ってい

る。 

3. 年間シラバス 

回 実施日 実施内容 

1 4 月 19 日 フォーラムシアター 

2 5 月 17 日 フォーラムシアター 

3 5 月 31 日 フォーラムシアター 

4 6 月 7 日 フォーラムシアター 
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5 6 月 21 日 フォーラムシアター 

6 7 月 5 日 アンケート調査の設計 

7 9 月 6 日 アンケート結果の集計及び分析 

8 9 月 20 日 
フィールドワークに向けた事前学習及び、調査計画の策定 

9 10 月 4 日 

10 10 月 18 日 姫路駅周辺におけるフィールドワークの実施（実態調査） 

11 11 月 8 日 フィールドワークの振り返り及び、データの整理 

12 11 月 15 日 姫路の観光政策に関する講話（姫路市政策局） 

13 11 月 29 日 観光業についての講話（クラブツーリズム） 

14 12 月 6 日 姫路の観光課題についてのリサーチや課題設定 

15 1 月 10 日 

「リベラルアーツフェスティバル」に向けた発表資料の作成 16 1 月 31 日 

17 2 月 7 日 

- 2 月 21 日 
「リベラルアーツフェスティバル」 

（成果発表及び相互評価） 

18 3 月 7 日 1 年間の振り返り 

 

4. 実施内容 

 姫路の街や観光課題について理解を深め、次年度に実施する具体的な取り組みへと円滑

に接続するため、以下の活動を中心に探究学習を展開した。まず、課題抽出に向けたアン

ケート調査の設計及び、データ分析手法を習得した。その上で実態調査を実施し、地域の

課題に対する理解を深めるとともに、解決に向けた当事者意識の向上を図った。探究学習

と並行して、自己の価値観や行動指針を客観的に捉える取り組みを行った。具体的には、

「自分らしく生きる」「他者との関係を大切にする」など 10 項目の選択肢から、自身が

重視する要素を特定する「価値観ワーク」を実施した。また、夏季休業中には本校セミナ

ーハウスにて「リベラルアーツ・サマーキャンプ」を開催した。様々なワークショップを

通じて自己の将来への志向を深く掘り下げるとともに、他者との対話を通じて自身の視野

を広げるなど、自己に向き合う機会とした。 
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（1）アンケート調査の設計及び、データ分析手法の習得 

 石川隆士教授（甲南大学）を講師として招聘し、アンケートの作成、実施、分析の一連

の手法について指導していただいた。アンケートを実施する目的や対象者などを明確にし

た上で調査用紙の作成を行い、調査場所の選定についても多角的に吟味を行った。 

（2）調査の実施と課題に対する理解の促進とリベラルアーツ・サマーキャンプの実施 

 アンケート調査の実施にあたっては、回答を得るための効果的なアプローチ手法等につ

いて助言を受けた。この知見に基づき、アンケート調査を実施した結果、設問の構成や質

問手法における具体的な改善点が明らかとなり、今後の同様の取り組みにおけるアンケー

トの精度向上に向けた留意点を再考する有意義な機会となった。その後、調査結果を分析

するため、観光資源や伝統産業に関する事前の情報収集を実施した。これらを踏まえ、姫

路駅周辺でのフィールドワークを行い、実地での観察や聞き取り調査を通して、姫路が抱

える観光課題を多角的に抽出した。こうして社会との接点を少しずつ持つ中で、改めて自

己と向き合う機会を設けるため、夏季休業中には「リベラルアーツ・サマーキャンプ」を

実施した。本校の蒜山高原セミナーハウスは、自然豊かな集中できる環境にある。そのよ

うな場で仲間と寝食を共にすることで、学校生活では把握しきれなかった他者の新たな一

面に触れるとともに、相互理解を通じて自己の在り方についても深く内省する機会となっ

た。 

【イベントの詳細】 

  ・名称：HIMEJI JC スマイル☆フェスタ２０２５～心弾ませろ！Let’s共創      

      Summer～ 

  ・日時：令和 7年 8月 23 日（土）・24 日（日）15:00〜18:00 

  ・場所：大手前公園 

  ・概要：来場者を対象にした「姫路の街に関するアンケート調査」の実施 

↓リベラルアーツ・サマーキャンプの様子 
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（3）課題解決のための取り組みに対する意識の向上 

 アンケート調査や、課題を解決するための研究方法といった探究学習のプロセスを通じ

て、次年度の「姫路の観光課題の解決」の取り組みに向けた具体的なイメージを構築し

た。この過程で、学術的な探究手法の理解を深めるとともに、地域社会の一員として課題

解決に参画する当事者意識を向上させることができた。また、本校の全校生徒で行う探究

学習の成果発表の行事である「リベラルアーツフェスティバル」においては、本年度の活

動内容と次年度の展望をまとめて発表し、１年間の活動について体系的に整理をすること

ができた。 

5. 成果と課題 

 本学習は、アンケート調査の手法を学ぶ機会や、地域活性化という社会課題の解決に求

められる論理的思考を養う機会など、進学後の学習を先取りする実践的な内容であり、将

来に役立つ手法や知識を習得する学習の機会となった。一方で、学術的な手法と地域社会

への意識という、性質の異なる内容を並行して扱うため、生徒がその関連性の結びつけに

苦慮する懸念があった。そのため、定期的に学習の目的と意義を再確認しながら進行し

た。年度当初は、生徒自身が目的を理解しきれず、受動的な姿勢が見られたが、1年間の

まとめを行った「リベラルアーツフェスティバル」においては、生徒自らが探究学習の目

的を把握し、聞き手にわかりやすく伝える工夫ができていた。また、2年生の校内外での

発表を聴講することで、次年度の活動を自分事として捉え、外部講師の指導にも積極的に

耳を傾ける姿が確認された。自己と向き合う活動については、学期初めや学期末、主要な

行事などのタイミングで「価値観ワーク」を取り入れ、自身の強みを活かした社会との関

わり方について、着実に考えを深めることができた。 

6. 今後の展望 

 本年度は、調査手法の習得から分析、次年度の活動の明確化まで、各学習活動が連動し

た一貫性のある探究学習を展開することができた。次年度は、生徒の実態を踏まえて、先を

見通した学習計画を立て、育成すべき資質・能力とその指導法を精査していく。また、進捗

状況に応じて柔軟に計画を修正・変更するとともに、生徒が「与えられた課題」だけではな

く、自ら「次の一手」を決定できる仕掛けを学習活動に取り組む。生徒自身が学習面での

深化と人間的な成長を実感できるよう導くことで、さらなる教育的効果の向上を目指して

いく。 

                             （文責：竹内 友季子） 
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【高校２年次】 

1. 概要 

 未来クリエイトは、中高一貫コースを対象とした、高校 1・2年次の 2年間を通した講座

である。『姫路の観光業が抱える課題』をテーマに課題発見から解決に向けたプロジェクト

立案に至る、一連のプロセスを実践的に学ぶ。課題の探究及び、プロジェクト立案のため、

外部から講師を招聘し、高度な知見とノウハウの習得を図っている。昨年度(1 年次)は、具

体的な課題に取り組むための準備段階として、課題の発見方法、解決に向けたアプローチ方

法、マーケティング手法、データの分析方法などのノウハウを身に付けることに重点を置い

た。本年度（2年次）は、前年度に培った知識・スキルを活用し、姫路市の企業と連携して

具体的な課題解決に向けたプロジェクトを企画・実施した。また、最後には 2年間の探究学

習の集大成として、姫路の観光課題を解決するための具体的な施策を検討し、姫路市への提

言・発表を行った。 

 

2. 実施体制 

対象生徒：普通科特別進学国際教養コース 2年 1組 14 名（中 高一貫生） 

教員：2名 

連携：一般社団法人 Social Eight、株式会社 銀ビルストアー、株式会社 日東社 

※学習内容に応じ、専門的知見を有する特別講師を随時招聘する。 

 

〈提携先法人・企業について〉 

・一般社団法人 Social Eight 

 姫路において事業を展開する法人で、ICT 活用や子育て支援、ジェンダー平等、SDGs 達成

など様々な視点で姫路の地域活性化やまちづくりを行う団体である。多世代の人々、あるい

は異業種の企業間の交流の場を提供することで、新たなサービスや価値を創出を目指すと

ともに、教育との連携事業も積極的に行っている。 

 

・株式会社 銀ビルストアー 

 姫路のローカルスーパーマーケット「ボンマルシェ」・「プチマルシェ」を運営するパイ

オニア的なスーパーマーケットチェーンで、日本で 2番目に設立された。地域密着を軸に、

安全・安心だけでなく地産地消や SDGs を目指した取り組みにも力を入れている。 

 

・株式会社 日東社 

 創業 100 年を迎えた姫路の老舗マッチメーカーであり、現在、日本でマッチを一貫生産で

きるのは日東社を含め 2社のみである。「まちづくり×マッチづくり」をスローガンに、姫

路の地場産業であるマッチを絶やさず次の世代につなげるために、様々な取り組みを行っ

ている。 
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3. 本講座のステップ 

※STEP1～3 は昨年度（1年次）に実施。本年度（2年次）は主に STEP4・5 を実施した。 

 

STEP1 ～働き方を知る～ 

実際に社会で働く人々のインタビューを通じて、社会との関わり方や、そこから見えてくる

文化・歴史・経済・まちづくりなどを学ぶ。 

 

STEP2 ～姫路・地域社会について知る～ 

姫路市の歴史や町の成り立ちを深掘りし、具体的なデータに基づく分析を踏まえて、社会課

題を発見する。 

 

STEP3 ～アウトプットのノウハウを知る～ 

ワークショップの企画・運営を通じて、企画力並びにマーケティングやブランディングの手

法など、アウトプットのノウハウを学ぶ。 

 

STEP4 ～未来クリエイト・プロジェクト～ 

自分たちで設定した社会課題に対して、具体的に自分たちのアクションを考え、プロジェク

トを立ち上げる。 

 

STEP5 ～提案・プレゼンテーション～ 

企画したプロジェクト内容について、台湾の姉妹校と意見交換を行いブラッシュアップし、

最終的に姫路市に提案（プレゼンテーション）する。 

 

4. 年間シラバス 

回 実施日 実施内容 

1 4 月 19 日 オリエンテーション 

2 5 月 17 日 先行事例（豊岡市）の研究 

★ 5 月 22 日 姫路市の観光課題を知る 

3 5 月 31 日 姫路市の観光事業を知る 

★ 6 月 4日 日東社 工場見学 

4 6 月 7 日 ボンマルシェの実態調査 

5 6 月 21 日 
アンケート作成 

中間報告資料作成 

6 7 月 5 日 アンケート作成・添削修正 

★ 8 月 3日 SDGs2025 未来を拓く共創プロジェクト 中間報告会 

7 9 月 6 日 企業との打ち合わせ 
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台湾修学旅行発表準備 

8 9 月 20 日 台湾修学旅行発表準備 

9 10 月 18 日 台湾修学旅行発表準備 

★ 
10 月 27 日 

～31 日 
台湾修学旅行（姉妹校との交流・意見交換） 

10 11 月 8 日 台湾修学旅行振り返り 

11 11 月 15 日 最終報告会準備 

12 11 月 29 日 あいめっせフェスティバルにおける姫路城マッチ販売実習 

13 12 月 6 日 最終報告会準備 

★ 12 月 14 日 SDGs2025 未来を拓く共創プロジェクト 最終報告会 

★ 12 月 21 日 全国高校生フォーラムにおける成果発表 

14 1 月 10 日 リベラルアーツフェスティバル準備 

15 1 月 31 日 
リベラルアーツフェスティバル準備 

姫路市への提案プラン検討 

16 2 月 7 日 ひめじ創生 SDGs アワード 

★ 2 月 19 日 姫路市への提案発表 

★ 
2 月 20 日 

・21 日 
リベラルアーツフェスティバルでの成果発表 

17 3 月 7 日 ２年間の振り返り 

5. 実施内容と成果・課題 

 本年度の実施内容は主に「企業との連携による課題解決プロジェクト」「姫路市への観光

推進プランの提案」の 2つで構成される。 

 

〈企業との連携による課題解決プロジェクト〉 

 ローカルスーパーマーケット「ボンマルシェ」を運営する株式会社銀ビルストアー及び、

マッチ製造の株式会社日東社と連携し、各企業が抱える課題の解決に向けたプロジェクト

の立案・実施に取り組んだ。本活動は、本年度の活動の大部分を占めるものであり、クラス

の生徒を「ボンマルシェ班」と「日東社班」に分け、班ごとに活動を行った。 

 

・ボンマルシェ班 

 近年、インバウンド需要が増加する一方で、外国人観光客からの認知度が低く、効果的な

広報・宣伝を十分に行えていない点が、ボンマルシェの課題であった。そこで、姫路城に近

く、外国人観光客の利用を見込める「ボンマルシェ大手前店」を対象とし、インバウンド需

要の取り込みを目標としたプロジェクトを展開した。具体的な取り組みの内容は「外国人向

け土産商品の選定と陳列の工夫」「英語表記による販促ポップの制作・掲示」「店舗オリジ

ナルキャラクターの考案」「おすすめのお菓子ランキングの制作」などである。 
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↓銀ビルストアー社員による講演 ↓銀ビルストアーとの打ち合わせ 

  

↓生徒が考案したオリジナルキャラクター ↓商品の陳列を分析・工夫した様子 

  

・日東社班の探究活動 

 使い捨てライターの普及や紙タバコから電子タバコへの移行、安全面の問題などから、マ

ッチの需要は年々低下している。そこで、マッチの認知度を向上させ、幅広い世代の購買意

欲を高めることを目標にプロジェクトを展開した。「SNS を活用した広報活動」と「顧客層

を惹きつけるマッチ・関連グッズの開発」を軸として、様々なプランを検討した。特に、商

品開発においては、「マッチを製造する際に廃棄されるマッチが発生する」という課題点に

も目をつけ、環境に配慮した商品を目指した。 

↓マッチ工場の見学の様子 ↓日東社との打ち合わせ 
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↓SNS を活用した広報 
↓実際に製造・販売している生徒考案の

「姫路城マッチ」 

  

・台湾修学旅行 

 本クラスは 10 月下旬に修学旅行で台北を訪問し、姉妹校である國立基隆女子高級中學と

の交流を行った。両校が地域探究として行っていることを発表するとともに、意見交換をし

てプロジェクトの改善を図った。加えて、滞在中はフィールドワークとして、台北のスーパ

ーマーケットやコンビニエンスストア、ドラッグストアなどを視察し、日本と台北の小売店

の特徴の違いやマッチの普及率の違いなどを調査した。 

↓姉妹校での発表 ↓台北での実地調査 
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・『男女共同参画』あいめっせフェスティバル 

 姫路市及び、男女共同参画を推進する「あいめっせ登録団体連絡会」が主催する事業で、

男女共同参画に関する啓発活動展示からステージ発表やフリーマーケットまで幅広い内容

で実施している。日東社班の活動の主軸である「姫路城マッチ」を販売し、地域の方々への

姫路城マッチの認知を図った。 

↓販売用ポップを作成 ↓姫路城マッチの販売の様子 

 

 

・SDGs2025 未来を拓く共創プロジェクト 

 一般社団法人 Social Eight が主催する事業で、SDGs の達成を目標に企業と高校が提携し

て課題解決に向けたプロジェクトを実施した。ボンマルシェ班・日東社班の取り組みも本事

業の一環としての位置づけであった。8月に取り組みの中間報告会、12 月には最終報告会が

あった。なお、最終報告会では日東社班が「最優秀賞」を受賞した。 

↓最終報告会 
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・全国高校生フォーラム 

 WWL 及び SGH に参加する全国の高校生が探究活動の成果を英語で発表・議論する場であ

り、ボンマルシェ班が出場しポスターセッションを行った。全国 123 校中の上位 9 校によ

る決選にも進出し、奨励賞を受賞した。 

↓ファイナリストとして壇上で発表 

 

・リベラルアーツフェスティバル 

 探究学習の成果披露の場である校内行事「リベラルアーツフェスティバル」において、こ

れまでの学習成果を発表した。本講座は中高一貫コース独自の取り組みであるため、本講座

の内容を知らない他コースの生徒にも分かりやすく伝える工夫をした。 

・ひめじ創生 SDGs アワード 

 姫路市が主催する「ひめじ創生」や「SDGs」に貢献する取り組みを行う企業・学校の事例

発表の場である。日東社班が SDGs 達成の観点に焦点を絞り、スライド発表を行った。企業

や他校の取り組みについて知ることができ、新たな視点を得る機会となった。 

↓発表の様子 
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・姫路市への観光推進プランの提案 

 約 2 年間にわたって取り組んできた姫路の地域探究の集大成として、姫路の観光業が現

在抱えている課題を踏まえた観光推進プランを検討し、姫路市に対して直接プレゼンテー

ションを行う形で提案した。 

 姫路の観光課題である「日帰り観光が多く滞在時間が短いこと」「姫路城以外の魅力につ

いて認知度が低いこと」に焦点をあて、姫路城前の三の丸広場の有効活用を軸としてプラン

を検討した。これに対し、姫路市の観光・広報担当職員からは高校生ならではの切り口で貴

重なアイデアであるという評価をいただいた。同時に、過去の失敗事例や三の丸広場の利用

制約など、市政の現況に即した実践的な助言も受けることができた。 

↓姫路市職員へのプレゼンテーション ↓発表後の意見交換 

  

 

6. まとめ 

 昨年度は知識や情報を取り入れることを中心とした活動が主であり、あらかじめ設定さ

れたアウトラインに沿って学習を進める場面が多かった。これに対し今年度は、考察・分析

をもとに具体的な行動に移したり、成果物を創出したりするなど、アウトプットを重視した

活動へと重点が移り、生徒自身が方針や進め方を主体的に定めながら活動を展開した。 

 また、昨年度はクラスの中で活動の方針が統一されており、発想も似通った方向性に収束

しがちであった。しかし、今年度は視点や発想の多様さが求められる場面が多く、自由な発

想力を発揮する生徒がいる一方で、正解のない問いに苦慮する生徒もいた。 

 台湾修学旅行や発表大会では、異なる文化や他者の発表から新たな視点を得ることがで

きた。この経験は、視点の多様さを身に付けるためには、適切なタイミングでのインプット

が必要であることを再認識させるものであった。さらに、ブレインストーミングによって発

散させたアイデアを、1つの形にまとめていく過程においては、思考の整理力や構造化力の

向上に加え、協働的に課題に向き合う態度や、多様な考えを尊重する姿勢の成長も確認でき

た。 

 加えて、昨年度は打ち合わせや調査の機会についても事前に設定されていたが、本年度は

生徒自らが設定・調整することができており、より主体的に探究する態度が身に付いた。特
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に企業との打ち合わせの際には、実社会で活躍されている方々に納得してもらえる伝え方

や合理的な発想を模索する経験を通して、同年代のグループワークでは培いにくい力を伸

ばすことができた。 

 全体として、この 2年間での取り組みは、段階的かつ包括的なプログラムを通じて、効果

的に課題解決力を身に付けることのできるものであった。もちろん、全ての生徒が十分に力

を身につけられたというわけではなく、生徒ごとに課題が残る部分もあるので、今後も継続

して育成していく必要がある。また、探究学習という枠組みの中で培った力を実社会で発揮

するためには、学校教育と社会の間に存在するギャップを乗り越える力が必要であり、次年

度以降もその解消に向けた教育活動の在り方を検討する。 

（文責：髙嶋 志） 

 

【2】日本文化探究 

 

1. 概要 

 外国からの入学生等を対象とした学校設定科目として、姫路の地域探究を３年間通じて

行う、「日本文化探究」のカリキュラム設計及び実践内容の改善に関する研究開発を行っ

ている。今年度は、高校２年生を対象とした年間シラバスの新規作成、及び高校１年生を

対象とした年間シラバスの見直しを行った。１年生は昨年度同様、探究型学習に必要な基

礎スキルを育成しつつ、日本文化の理解を深めるための内容を充実させた。一方２年生

は、姫路の地域探究に本格的に取り組み、地域のボランティア活動への参加や地域の方々

へのインタビューを取り入れた。２年間を通じた取り組みとして、地域理解・探究型学

習・言語学習を統合させることができ、本校の立地を生かした取り組みができた。次年度

は、２年生までの取り組みを集大成として整理し、彼らの将来に活かせる成果としてまと

める計画である。 

2. 目的 

 本カリキュラムは、外国からの入学生が高校卒業後に日本の大学に進学し、将来的に日

本社会で活躍する高度人材となることを期待し、学習のための日本語スキルを育成すると

ともに、地域理解及び地域への愛着の醸成を図ることを目的としている。さらに、本カリ

キュラムにおける探究型学習の成果を活かした、大学への進学をも視野に入れている。 

3. 実施体制 

・教員（英語科）：１名、補佐（ALT）：１名 

・２年生：生徒７名  、１年生：生徒５名 

２年生の生徒７名は、留学生が３名（インドネシア 2 名・中国 1名）、外国にルーツの

ある生徒が４名（フィリピン 2名・ネパール 1名・中国 1名）であった。日本語力につい
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ては、年度当初、総じて中級であった。また１年生の生徒５名は、留学生が３名（インド

ネシア 2 名・中国 1名）、外国にルーツのある生徒が２名（ネパール 1名・アフガニスタ

ン 1名）であった。日本語力については、年度当初、留学生は初級、外国にルーツのある

生徒は中級であった。 

 

4. 年間シラバス 

＜１年生＞  

実施回 概要 ねらい 

5 月 17 日 オリエンテーション 

導入① 

・授業の目的や年間の流れを理解し、日本語学習へ

の意欲を高める 

・日本で学ぶことへの関心をもち、学習の心構えを

身につける 

6 月 7 日 

自文化における 

伝統的遊びの 

紹介発表 

導入② 

・初級日本語を用いて、自文化について簡単に説明

する力を身につける 

・日本語で紹介する表現を学び、聞き手を意識した

話し方を工夫する 

7 月 5 日 日本玩具博物館見学 

文化体験 

・日本の伝統的な遊びや玩具を通して、日本文化 

への理解を深める 

・見学体験を通して得た学びを日本語で表現でき

る力を養う 

9 月 20 日 

ブース出展に向けた

練習 

（校外の高校生との 

交流①） 

・日本語であいさつや自己紹介、簡単なやりとりを

行う 

・姫路の高校生との交流を通して、日本の文化への

理解を深める 

・他者と関わりながら、自分の考えや意見を日本語

で表現し、コミュニケーション力を高める 

10 月 18 日 
ブース出展に向けた

練習 

・日本語での説明や応答の表現を練習する 

・来客を想定し、日本語の接客やコミュニケーショ

ンの特徴を学ぶ 
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（校外の高校生との

交流②） 

10 月 26 日 

ひめじ国際交流 

フェスティバル 

（ブース出展） 

・日本語を用いて来場者と交流し、実践的なコミュ

ニケーション力を高める 

・姫路の国際交流行事に参加し、地域と日本文化へ

の理解を深める 

11 月 15 日 

ひめじ国際交流 

フェスティバル  

の振り返り 

・活動の振り返り、良かった点や課題を言語化する 

・自分の成長を日本語で簡単に振り返る 

1 月 31 日 

「リベラルアーツ 

フェスティバル」の

準備 

・発表内容を日本語で整理し、構成を考える 

・自分の考えを分かりやすくまとめる力を身に 

つける 

2 月 20 日

〜21 日 

「リベラルアーツ 

フェスティバル」 

・日本語で発表を行い、これまでの学習成果を全校

生徒の前で発信する 

・日本文化・姫路での学びを他者に伝える経験を通

して表現力を高める 

・達成感を味わい、学びへの自信をもつ 

3 月 7 日 

「リベラルアーツ 

フェスティバル」の

振り返り 

・1 年間の日本語学習と文化理解の成果を振り返

る 

・次年度の学びへの意欲を高める 

 

＜２年生＞ 

実施回 概要 ねらい 

4 月 19 日 オリエンテーション 
・2年次の探究活動の目的と流れを理解し、主体的

に取り組む姿勢を持つ（導入①） 

5 月 17 日 

オリエンテーション

（マインドマップ 

作成） 

・日本語で自分の関心や価値観を整理し、探究 

テーマにつなげる（導入②） 

・自分の思考を可視化する表現力を高める 

5 月 31 日 ミッションの紹介 

・社会問題を日本語で理解し、自分の意見を述べる

力を養い、疑問力・意思力・構成力を高める 

・価値観ワークを通して探究の軸を明確にする 
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6 月 7 日 アイデア作り 

・空き家やみゆき通りなど、姫路の地域課題につい

て日本語で学び、課題解決の視点をもつ 

・AI を活用しながら情報を収集・整理する力を 

身につける 

6 月 21 日 
アイデア作り 

（深化） 

・日本語で意見交換を行い、アイデアを具体化する 

・地域課題を多角的に考える力を養う 

7 月 5 日 アイデアの改善 

・他者の意見を取り入れながら、自分たちの 

アイデアのオリジナリティを高める 

・より良い企画に向けて改善する力を養う 

9 月 20 日 

修学旅行事後学習・

企画のブラッシュ 

アップ 

・体験を日本語で振り返り、探究活動に結びつけ、

企画内容をさらに洗練させる 

・日本社会・地域文化への理解を深める 

9 月 4 日 

・ 

10 月 28 日 

見学 

※9月 4日： 

子ども食堂の見学 

※10 月 28 日： 

自習スペース見学 

・実際の子ども食堂や自習スペースでの取り組み

を知り、探究活動への視野を広げる 

・現場から学ぶ姿勢を身につける 

10 月 18 日 
User Story Board／

太田尚樹氏の講演 

・相手の視点を意識した企画を日本語で考える 

・実社会で使われる日本語表現に触れる 

・企画立案の基本的な視点や手順を理解する 

11 月 6 日 

・ 

11 月 11 日 

インタビュー 

・日本語で質問を考え、必要な情報を引き出す力を

身につける 

・他者の考えや経験から学ぶ姿勢を養う 

・地域の人と対話を通して、姫路への理解を深める 

11 月 15 日 
全国大会エントリー

に向けての資料作り 

・探究内容を整理し、日本語で分かりやすく伝える

資料を作成する（スライド作り①） 

11 月 29 日 
全国大会エントリー

に向けての資料作り 

・構成や表現を工夫し、説得力のある発表資料を 

完成させる（スライド作り②） 

12 月 5 日 全国大会エントリー 
・これまでの探究成果を形にし、挑戦する経験を 

積む 
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1 月 10 日 

「リベラルアーツ 

フェスティバル」 

準備 

・発表用スライドを日本語で作成し、内容を整理 

する 

1 月 31 日 

「リベラルアーツ 

フェスティバル」 

準備 

・発表の流れを意識し、伝わるスクリプトを作成 

する 

2 月 7 日 

「リベラルアーツ 

フェスティバル」 

準備 

・発表内容を最終調整し、完成度を高める（ブラッ

シュアップ） 

2 月 15 日 子ども食堂 実施 ・立案した企画を実施する。 

2 月 20 日

〜21 日 

「リベラルアーツ 

フェスティバル」 

・探究の成果を日本語で発表し、他者と共有するこ

とで発信力を高める 

・社会とつながる学びを実感する 

・地域理解や日本語運用力を統合する 

3 月 7 日 

「リベラルアーツ 

フェスティバル」 

振り返り 

・1年間の探究活動を振り返り、自身の成長と課題

を明確にする 

・次の学びや進路につなげる視点をもつ 

 

5. 実施内容詳細 

＜１年生＞ 

 今年度は、２年生で姫路の地域理解を深めることを念頭に、姫路市内の高校生との協働

プロジェクトに取り組んだ。具体的には、毎年秋に姫路市等が主催するひめじ国際交流フ

ェスティバルでの高校生ブースへ出展するにあたり、市内高校生とともにブース運営をす

るというものである。これは、市内高校生との交流から姫路市への愛着や帰属意識を育む

ことで、２年生での地域理解につなげることを目的とした。対象生徒の日本語能力を踏ま

え、話す技能を中心とした地域連携型の学習を設計した。また、取り扱うテーマは「伝統

的な遊び」とした。 

上記カリキュラム設計にあたり、ひめじ国際交流フェスティバル前後で内容を区切り、

以下に記載する。なお、今年度のひめじ国際交流フェスティバルの内容は以下の通りであ

る。 

 名称：第 27 回ひめじ国際交流フェスティバル 

日時：令和 7年 10 月 26 日（日）10:00〜15:00 
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場所：大手前公園 

概要：世界の料理販売、異文化体験、音楽や舞踊のステージ発表等 

・上半期_ひめじ国際交流フェスティバル以前 

 伝統的な遊びを紹介するためのブース出展に向けた準備を行った。その際、世界の遊び

を紹介するというコンセプトのもと、出身・ルーツ国の遊びについて、来場者が体験した

り説明を聞いたりする形式で実施をした。また共通する日本文化についても学習した。ま

ずは各自で、出身・ルーツ・国の遊びについてインターネットを中心に探究し、類似する

日本文化についても調べた。７月には、姫路市香寺にある日本玩具博物館を訪問し、調べ

た遊びを実際に目で見たり手で触ったりして理解を深めた。その後、姫路市内の高校生と

の協働プロジェクトに入った。他校の高校生とグループ又はペアをつくり、実際にブース

で遊びを紹介するための準備を行った。その際、本校の生徒に対しては、言語材料を事前

に導入し、ブースでの対応に備えて指導した。言語面については、ブースでの実際のやり

取りを想定し、日本語初級レベルの表現を中心に指導を行った。具体的には、来場者への

挨拶や声かけ、遊びのルールや流れを簡単に説明する表現、体験を促す表現、質問に対し

て答える表現などを言語材料として事前に導入した。また、短い定型表現やモデル文を提

示し、ロールプレイを通して繰り返し練習することで、実際の場面で自信をもって対応で

きるように指導した。これにより、生徒は日本語を実際の交流場面で使用する経験を積む

ことができた。 

・下半期_ひめじ国際交流以後 

 ブース出展の経験を振り返り、学習成果や課題を整理した上で、校内探究発表会「リベ

ラルアーツフェスティバル」に向けたプレゼンテーション準備を行った。 

＜２年生＞ 

 今年度は、学年全体で取り組む、教育と探求社の起業家教育プログラム「スモールスタ

ート」を活用しながら、姫路の地域課題についての探究学習を行った。姫路地域の空き家

問題を取り上げ、「姫路の街にいろいろな国籍の若者が幸せになる空間を創造せよ！」と

いうミッションのもと、新企画・新商品を考案することとなった。２グループに分かれ、

課題・顧客の深掘り、企画・商品の立案及びプロトタイプ、市場調査を教材に沿って行っ

た。それぞれ空き家の活用方法として、子ども食堂と自習室を考案した。本実践の特徴と

しては、既存のサービスを提供する団体等にインタビューを行い、より焦点化された企画

となるような過程を踏んだことである。具体的には、既存の子ども食堂及び、自習室を訪

れ、事前に準備した項目についてインタビューを行った。なお、インタビューは日本語学

習の一環として位置づけ、適切なインタビューの方法についての指導も行った。これらを

踏まえ、３学期には、自分たちの企画を校内で行われる探究発表会である「リベラルアー

ツフェスティバル」にてプレゼンテーションを行う準備をした。それに先立ち、企画した

子ども食堂を実際に実施することができ、自身のアイデアを具現化できた達成感と共に、
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実現することの難しさも実感することができた。また、本取り組みに対し、「リベラルア

ーツフェスティバル」において審査員を務めた大阪偕星学園専務理事 太田尚樹氏から

は、「実際にアクションを起こし、企画を行動に移している点が高く評価できる。子ども

食堂の実施にあたり、生徒自身が直面した課題や困難を企画内容に反映しており、現実味

のある優れた提案であった」との講評を得た。 

6. 成果と課題 

 昨年度に引き続き、「探究型学習」×「言語学習」という掛け合わせを意識して、１年

生・２年生の指導を行った。２年目の実践を通して感じたのは、実情に応じた継続的な指

導内容の見直しの重要性である。例えば、２年生では当初、異なるミッションを立ててい

た。しかしながら、生徒の企画がミッションから少しずれるという場面が見られた。生徒

の熱意を維持し、より深く探究を継続するためには、指導者側が歩み寄ることが必要と考

え、ミッションの微修正を行った。その結果、生徒は主体性を維持したまま年間を通じて

探究活動を維持することができた。すなわち、２年生の「探究型学習」で達成したいゴー

ルであった「自ら考え形にし、相手に伝える」という目標の達成を前提とすることで、柔

軟な過程を踏むことができた。２年間の取り組みを経て、１年生では探究スキルの素地の

醸成、２年生では一人一人の特性を踏まえた探究スキルの伸長を、暫定的な到達目標とし

て位置づけることができた。一方で課題としては、授業時数が限られる中での探究の質の

向上である。探究カリキュラムの実施が隔週土曜日となっているため、授業での取り組み

は断片的となる。質の高い探究のためには、継続性のある学習設計が必要であり、生徒が

日々の学校生活の中で取り入れるために指導者側として何ができるのかを引き続き検討す

る必要がある。 

7. 今後の展望 

 次年度は３年次まで生徒が揃うこととなるため、３か年を通した系統的なカリキュラ

ムの構築を目指す。特に３年次はこれまでの探究成果をまとめる段階であり、卒業後に

も生かせる生徒の資質・能力の伸長を目指していく。また次年度より学校の教育活動に

導入するグランドルーブリックとの連関も具体化し、本カリキュラムの成果を検証する

ことができればと考えている。 

                         （文責：ピフコドロタ・上田 友梨香） 

【3】台湾修学旅行 

 

1. 概要 

 本年度、中高一貫コースの 2年生（13 名）は、修学旅行において台湾・台北市を訪れた。

単なる観光にとどまらず、日本と異なる文化を肌で感じながら英語によるコミュニケーシ

ョンに挑戦するとともに、姉妹校への訪問・交流や探究学習につながる実地調査などを通じ

て、多方面にわたる学びを得る機会となった。 
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2. 行程 

令和 8年 10 月 27 日（月）～31 日（金） 

第 1日目 
・出国 

・台北１０１見学 

第 2日目 

・姉妹校訪問 

・國民革命忠烈祠見学 

中正紀念堂見学 

龍山寺見学 

第 3日目 

・台北市内フィールドワーク 

・野柳地質公園見学 

・九份散策 

第 4日目 

・國立故宮博物院見学 

・パイナップルケーキ作り体験 

・西門散策 

第 5日目 ・帰国 

 

3. 活動内容 

・台北１０１見学 

 台北を代表するランドマークである台北１０１を訪れた。地上 382ｍの高さから台北の

街並みを一望し、台北市の活気と都市構造を肌で実感する機会となった。 
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・姉妹校訪問 

 姉妹校である國立基隆女子高級中學を訪問し、日頃の地域探究の学習成果を発表すると

ともに、意見交流を通してプロジェクトの改善を図った。なお、地域探究の内容については、

【1】未来クリエイト（高 2）を参照されたい。 

   

・忠烈祠・中正紀念堂・龍山寺見学 

 台北の歴史的な文化施設を訪問し、台湾の歴史や文化、宗教観について理解を深めた。 
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・台北市内フィールドワーク 

 探究学習でのプロジェクトを実施するにあたり、海外の人々の暮らしの様子やマッチの

実態を調べるべく、フィールドワークを実施し、実地調査を行った。台北市内のスーパーマ

ーケットやコンビニエンスストア、ドラッグストアなどを視察し、日本と台北の小売店の特

徴の違いやマッチの普及率の違いなどを調査した。 

 

 

・野柳地質公園見学 

 台湾の観光名所である野柳地質公園を訪れ、様々な自然の造形物を間近で観察した。自然

が織りなす風景に圧倒され、長い歴史のなかで形を変えていくことに自然の神秘を感じる

機会となった。 
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・九份散策 

 台湾随一の観光名所である九份をグループごとに自由散策した。異国の風情を感じると

ともに、かつて金鉱の町として栄えていた時代に思いを馳せ、現地の歴史と文化への理解を

深めた。 

 

  

・故宮博物院見学 

 世界四大博物館に数えられる國立故宮博物院を訪れ、美術品や装飾品を鑑賞するだけで

なく、台湾の歴史や皇帝の暮らしについて知ることで、見識を広げた。 
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・パイナップルケーキ作り体験 

 台湾の名菓であるパイナップルケーキを手作りできる体験に参加した。パイナップルケ

ーキを含め、この修学旅行を通して台湾の様々な食文化に触れることができた。 

  

・西門散策 

 若者の活気あふれる西門の街をグループごとに自由散策した。伝統的な名所とは対照的

に、現代の台湾の人々の暮らしや文化を間近に感じられる機会となった。 

 

  

4. まとめ 

 今回の修学旅行を通じて、異文化理解や言語の壁を越えたコミュニケーションの重要性

を学ぶことができた。特に、日本と文化的な共通点が多い台湾だからこそ、相違点に着目し

た主体的な比較・分析が可能となった。この貴重な学びを、今後の探究学習や進路形成、及

び 3年次の教育活動へと繋げていく。 

  （文責：髙嶋 志） 
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【4】 English Camp 

 

1. 概要  

 中高一貫コースの中学 2年生を対象として、夏季休業期間中に 2泊 3日の English 

Camp を実施した。中学校 3年生での海外修学旅行、また、高等学校での様々な海外研

修・留学プログラムへの参加を見据え、拠点校 2年目における新規行事として位置付けた

ものである。2泊 3日の期間、特別免許状を有する外国人教員（International Teacher）

主導で英語を使ったゲームや活動を行った。この行事を通じて、英語によるコミュニケー

ション力の向上に加え、中学校 3年生の海外修学旅行の取り組み（ホームステイや現地学

校との交流）で必要となる、国際舞台で通用する考え方や態度を育成することを目的とし

た。また合わせて、宿泊研修における教養や集団行動の実践も意識させた。  

2. 実施要領  

・日 程 ： 2025 年 8 月 25 日（月）～27 日（水）  

・場 所 ： 摺河学園セミナーハウス （岡山県真庭市蒜山湯船）  

・対象生徒 ： 中学校 2年 1組 20 名  （中高一貫生）  

・教 員 ： 5 名 （外国人教員 3名含む） 

 本生徒らは多様なグループから成り立っている。具体的には、英検 2級相当以上の英語

力を有する生徒のグループがある一方で、部活動においてバレーボールで全国大会出場を

目標に日々活動している生徒のグループがいる。また性格面においても積極的に自己表現

を行う生徒や、比較的おとなしく慎重に行動する生徒など、幅広い傾向が見られた。 

 

3. 旅程  

日付 時間 実施内容 

8 月 25 日 

（月） 

AM 移動 

PM 

・開会式 

・アイスブレイク 1・2 

・チームビルディング 1・2/振り返り/キャンプファイ

アー 

8 月 26 日 AM ・アイスクリーム作り/国際人生ゲーム 
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（火） 

PM 
・トッピングを購入/飾りつけとレビュー/振り返り 

/花火 

8 月 27 日 

（水） 

AM ・振り返りスピーチ/閉会式 

PM 移動 

 

4. 実施内容  

 場を温めクラスメートとの親睦を深めることを目的にアイスブレイクを行ったうえで、

アクティビティを開始した。アクティビティを行うにあたり、国際舞台で通用する考え方

を持つという本行事の目標を生徒に共有した。そこで共有した考え方は以下の 3つであ

る。  

 1） 自分から行動する  

2） 挑戦して楽しむ  

3） チームワーク  

 様々な文化背景を持つ人々が共存する国際社会において、自分の考えや感情を伝えな

ければ相手には理解されないこと、そのような場であるからこそ未知に対して恐れず前

向きに挑戦しなければならないこと、そして皆で協力するからこそ乗り越えられること

を伝えた。この目標を持って生徒は一つ一つのアクティビティに取り組み、それが後述

する成果につながったと考えている。 続いて、チームビルディングを主眼としたアク

ティビティを実施し、1日目のプログラムを終了した。これらのアクティビティでは、

協働的な活動を通じて相互理解を深めるとともに、英語圏を中心とした海外の文化につ

いても学ぶことができるよう工夫した。 

 2 日目は、より中学校第 3学年で実施される海外修学旅行を意識し、現地での生活を疑

似的に体験できるアクティビティを実施した。一つはアイスクリーム作りを中心とした

アクティビティである。材料、調理器具、手順については、教員がすべて英語で説明し、

アイスクリーム作りを行った。またアイスクリームのトッピングの材料については、マ

ーケットを模した環境を設定し、生徒が英語を用いて購入する形式とした。活動の最後

には、自身が作成したアイスクリームについて英語でレビューを作成し、クラスメート

に共有した。本活動は、ホームステイにおけるホストファミリーとの共同作業や買い物

といった日常生活を想定したものであり、実体験に近い形で英語を使用する機会を提供

することを目的とした。加えて、レビューを作成することで、活動の一連の流れを振り

返り、学びを整理できるよう工夫した。もう一つは、英語での人生ゲームである。ゲー

ム内では、コマを進める過程で英語圏の文化に関連した出来事に遭遇したり、英語での
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質問に答えたりする場面を設定した。また、疑似通貨としてドル紙幣を使用することで、

英語圏文化への親しみを高める工夫を行った。2日目まででアクティビティを終えたが、

生徒が英語を自然に発する姿が見られるなど、成長が確認された。 

 3 日目は、2日間の活動を改めて振り返り、自身の学びを簡単な英語で発表した。クラ

スメート全員の前で発表することは、すべての生徒にとって容易なことではないが、発

音や文法の正確さよりも、自分の意見を表現することを重視するよう声掛けを工夫し

た。その結果、どの生徒からも「伝えたい」という意欲が感じられ、英語で表現するこ

とに対する大きな抵抗感は見られなかった。 

 

5. 結果と考察  

↓図 1・生徒へのアンケート結果 

 

↓図 2・生徒へのアンケート結果 
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まず、体験的な英語の学びの大きな効果が確認された。英語が活動に組み込まれてい

るために、生徒は英語を使用することが前提とされた環境に置かれる。その際、生徒は

英語を使わなければならないという意識ではなく、英語を自然と使っているという意識

を持っていた。アンケートによれば、Camp 前には 50％の生徒が英語を話すことに対して

ネガティブな感情を抱いていたが、Camp 後には全生徒が英語を使うことに対してポジテ

ィブな感情を示す結果となった。（図 1）  

 また、中学校 2学年の生徒たちの素直さや成長の可能性の大きさが改めて確認され

た。声掛けやシンプルな振り返りに対しても、生徒はそれらを正面から受け止め、自身

なりに解釈した上で行動を改善しようとする姿勢が継続的に見られた。この姿勢は多く

の生徒に共通して見られた。Camp 前後の英語力に対する自信の変化から数値としても示

された。Camp 前には、英語を使うことに自信があると回答した生徒は 20％にとどまって

いたが、Camp 後には 70%を超える生徒が自信を感じている。  

（図 2）これは、3日間で英語の運用能力そのものが大きく向上したというよりも、むしろ

能力が十分に変化していなくとも、「自分で」英語を使うことに「挑戦し」、実際に通じ

たという成功体験を重ね、その経験を「皆で」意識的に共有したことによる成果であると

考えられる。プログラムを主導した International Teacher からも、普段は授業中にほと

んど英語を発しない生徒が、アクティビティのみならず食事中においても楽しそうに英語

で会話する姿が見られ、「想像を超える効果があった」とのコメントが寄せられた。 

 また「アクティビティごとにお互い協力し合おうというチームワークの成長が見られ

た。」とチームワークの高まりについても言及があった。この Camp は国際社会で必要と

なる考え方の土台を築く一助となったと考えられる。 今後の課題としては、今回の Camp 

の成果をどう持続させていくか、そのために日々の学校生活でどのように同様の機会を設

けていくかが挙げられる。通常の学校生活に戻ると、生徒一人一人が重視するものは様々

であるが、それぞれの活動場面においても、同様の考え方を応用できるよう意識づけてい

く。また、 英語に関していえば 、International Teacher とともに体験的な学びを授業

に柔軟に組み込んでいくかを検討し、実践を積み重ねる。  

                              （文責：上田 友梨香） 

 

 

【5】カナダ海外研修 

 

 令和 7年 9月 18 日から 9月 25 日の日程で、中学 3年生 17 名を対象としたカナダ修

学旅行を実施した。7泊 8日の行程を通じて、多文化共生社会の先進地であるカナダ

に滞在し、多様性に対する柔軟で開かれた価値観を学ぶこと、異文化理解を探究的に

深めること、そして将来の目標を見据えた英語学習への意欲向上を目的とした。 
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1. 事前学習 

 本年度は「多文化共生」を単なる知識ではなく社会構造として捉えるため、映像教材や

ワークシートを活用した多文化社会教育を主軸に展開した。 

・映像教材による多角的視点の育成 

 ディズニー映画『ズートピア』を教材とし、劇中の「肉食動物と草食動物」の対立を、

現実社会における差別や偏見、マイノリティの排除といった社会問題に置き換えて分析し

た。また、映画『キングコング：髑髏島の巨神』の視聴を通して、ベトナム戦争という時

代背景を学びながら、「誰が侵入者で、誰が守る側なのか」という問いを立て、他者との

衝突や共生のあり方を象徴的に読み解くなど考察を深めた。 

・歴史的背景と現代の多文化理論 

 アメリカ及びカナダの移民史について学び、「人種のるつぼ（Melting pot）」から、

個々の文化を尊重し合う「サラダボウル（Salad Bowl）」の変遷について理解を深めた。

また、かつての同化政策が先住民に与えた影響などの歴史的課題についても事前に学習す

ることで、現地での学びをより深める基盤を築いた。 

・日本文化の発信準備 

 現地での交流に向け、教養教育（茶道・華道）での経験をもとに準備を進めた。言語の

壁を越えて交流できる折り紙や日本のお菓子の紹介について、外国人教員の指導のもと英

語でのプレゼンテーションの練習を重ねた。 

2. 現地での様子 

・シアトルでの実践的な学びと経済実感   

 経由地のシアトルでは、T-モバイル・パークやワシントン大学を訪問した。パイク・プ

レイス・マーケットでの散策では、事前学習を活かして各自が昼食を注文し、「自分の英

語が通じた」という成功体験を得る姿を見ることができた。同時に、現地の物価を体感す

ることで、日本との経済状況の違いを具体的に理解する貴重な機会となった。  

↓昼食の様子 
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・Pacific Academy での多様な学校交流 

 現地校では、高校（9年生以上）と中学校（8年生）の両方の授業を体験した。高校で

は 75 分の授業の中で、数学や理科に加え、ロボット工学、フランス語、宗教など特色あ

る多様な科目をバディとともに学んだ。中学校では 45 分×2コマの 90 分ブロック授業を

体験し、日本との教育システムの違いを実感した。また、先住民への差別を忘れないため

の「Orange Shirt Day」に関連した学びにも触れ、事前学習の内容と現地での経験が結び

つく機会となった。 

・ホストファミリーとの多文化生活  

 滞在期間中、生徒たちはホストファミリーの一員として生活した。当初は緊張も見られ

たが、ランチボックスを共有したり、家庭内のルールを英語で確認したりする中で、次第

に打ち解けていった。ジェスチャーを交えながら懸命に伝えようとする姿勢が、あたたか

く受け入れられたことで、積極的にコミュニケーションをとる姿勢へと繋がった。 

↓ホストファミリーとの交流の様子 

 

・バンクーバー市内散策と文化探究  

 最終日にはスタンレーパークのトーテムポールを見学した。その後、グループに分かれ

てバンクーバー水族館やガスタウンの蒸気時計などを訪れ、カナダの歴史と現代文化が融

合する都市文化を肌で感じ、理解を深めた。 

 

3. 課題と今後の展望 

 研修全体を通して、異文化適応力や英語学習への意欲の向上が顕著に見られた。一方

で、予期せぬ困難に直面した際の対応力や、主体的に判断する自立心の育成には課題も残

されており、今後の指導における改善点である。事後学習の集大成として、生徒たちは朗

読劇「トーテムポールのお話」の脚本の一部を自ら手がけた。さらに、朗読劇の上演にあ

たり、演出や舞台美術、衣装・小道具もクラスで話し合いながら作っていった。その成果

は、校内の「リベラルアーツフェスティバル」で発表し、全校生徒や教員、保護者からも

高い評価を得た。本劇を通して、現地で体感した「多様な文化の尊重」や「葛藤と共生」
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というテーマを自らの言葉で再構築し表現した。この活動により、単なる体験の振り返り

にとどまらない、深い学びの統合ができたと考えている。 

 今後は、本研修で培った「伝える力」と自立の芽を次の学びへとつなげるため、英語及

び総合的な学習の時間において継続的な支援を進めていく。 

                              （文責：松田 稔紀） 

 

【6】広島研修 

 

1. 目的 

 本研修の目的は、ポーランドのナザレ校生徒との交流を通して、広島における平和学習

を両校の生徒がともに行い、戦争の悲惨さと平和の尊さについて多角的に考える機会を持

つことである。今年度は特に、言語と文化の相互理解を深めることを重視し、日本語と英

語を併用した事前学習や、日本語レッスンを取り入れた交流活動を通して、生徒同士の関

係性をより深めることを目標とした。広島という地での学びを単なる見学にとどめず、国

際交流と探究的学習を結び付けながら、平和について主体的に考える学習機会とした。 

 

2. 概要 

 本研修は、令和 7年 11 月 17 日・18 日の 2日間にわたり実施された。本校生徒及び教員

に加え、ポーランドのナザレ校生徒・教員が参加し、両校合同での研修となった。本校は

ナザレ校と継続的な交流関係を築いており、これまでの相互訪問を通して、戦争や平和に

ついて学び合う機会を重ねてきた。今年度の特徴として、来校時の Welcome Session に日

本語レッスンを取り入れたことが挙げられる。簡単な自己紹介表現や日本の学校文化に関

する日本語を共有することで、言語面での心理的な壁を下げる工夫を行った。その結果、

セレモニーの挨拶でポーランド生徒が日本語を用いる場面も見られ、交流が相互理解へと

つながっている様子がうかがえた。 

 

3. 実施内容 

（1）事前学習 

 広島研修に先立ち、日本語と英語の両方を用いた事前学習を実施した。広島、ワルシャ

ワ、姫路といった「戦争から復興した都市」をテーマに、資料やスライドを用いながら学

習を行い、その後グループディスカッションを行った。生徒はそれぞれの言語レベルに応

じて意見を表現し合い、「平和とは何か」「なぜ記憶を継承することが大切なのか」とい

った問いについての考えを深めた。 
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（2）広島研修（1日目） 

 初日は広島平和記念公園及び、広島平和記念資料館を訪問した。展示資料や映像を通し

て、原子爆弾による被害の大きさや当時の人々の生活、そして復興の過程について学ん

だ。Peace Buddy による平和記念公園の散策では、原爆ドームや慰霊碑を巡りながら説明

を受け、生徒は戦争の悲惨さと平和の尊さについて理解を深めた。 

（3）広島研修（2日目） 

 ２日目は平和記念公園での振り返りの後、宮島を訪問した。厳島神社では、日本の歴史

や文化、自然と共生してきた人々の営みについて学んだ。前日の平和学習とは異なる視点

から日本文化を体験することで、生徒は広島という地域の多面的な魅力を理解する機会と

なった。 

 

4. 教育的成果  

 本研修を通して、生徒は戦争の歴史を知識として学ぶだけでなく、自分自身の生活や未

来と結び付けて平和について考える姿勢を育むことができた。特に、日本語レッスンの導

入や日英併用の事前学習、リフレクション活動により、生徒同士の交流の質が高まり、主

体的に学習に参加する姿が見られた。また、異文化環境の中での対話を通して、生徒は他

者の視点を理解しながら自らの考えを深める経験を得ることができた。 

 

5. 課題と今後の展望  

 今後の課題として、多言語環境の中でより深い議論を行うために、生徒の言語運用力を

さらに高めていく必要がある。一方で、言語の正確さだけでなく「伝えようとする姿勢」

そのものが交流を豊かにすることも確認できた。今後は事前学習や事後のリフレクション

活動をさらに充実させ、研修での経験が継続的な探究学習へとつながるような取り組みを

進めていく。 

 

6. 所見  

 広島研修は、生徒にとって平和を「自分ごと」として捉える貴重な学びの機会となっ

た。異文化交流の中で生まれた対話や内省の時間は、生徒の価値観に深く作用するもので

ある。将来、社会の一員として意思決定を行う場面において、この経験が平和について考

える基盤となることが期待される。 

                              （文責：佐藤 奈津） 
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【7】高校生国際会議 

 

1. 目的 

 本国際会議の目的は、アジア地域の高校生が英語による探究発表及び対話を通して、社

会的課題に対する多様な視点や価値観に触れながら、国際的な視野を広げる機会を持つこ

とである。また、本校において日頃取り組んでいる探究活動の成果を国際的な場で発信す

るとともに、海外校の生徒との協働的な議論を通して、生徒の発信力及び対話力、高度な

思考力の育成を図った。本取り組みは、本校の教育目標である「主体的に学び、社会とつ

ながる力」の育成を、国際協働学習の形で実践する機会として位置づけられるものであ

る。 

 

2. 概要 

 本国際会議は、本校主催により、インドネシア２校及び、台湾１校と連携して実施され

た。参加生徒は、それぞれの学校で取り組んできた探究活動の成果を英語で発表し、その

後の質疑応答及びディスカッションを通して、互いの研究内容や社会課題について意見交

換を行った。本校生徒は、事前に準備した資料を効果的に活用し、論理的に整理されたプ

レゼンテーションを行うことができた。また、国際的な場において自らの意見を英語で発

信する経験を通して、探究活動で培った思考力を実践的に活用する機会となったと考えら

れる。なお、今回の参加者は、留学生及び外国にルーツを持つ生徒を中心とした構成であ

った。該当クラスの生徒は本取り組みに主体的に参加し、本校代表として積極的に発表及

び、議論に取り組む様子が見られた。（当日のプログラム内容は脚注「国際会議プログラ

ム」を参照されたい。） 

 

3. 実施内容 

（1）探究成果のプレゼンテーション 

 各校の生徒が、それぞれの探究テーマに基づいた研究成果を英語で発表した。本校生徒

は、研究の背景や課題意識、具体的な事例を整理しながら、自らの主張を論理的に説明す

ることができた。発表準備の過程では、情報の整理や論理構成の検討を行うことで、探究

活動で培った分析力や表現力を実践的に活用する機会となった。 

（2）国際ディスカッション 

 発表後には、参加校の生徒同士による質疑応答及び、ディスカッションを行った。生徒

は他校の発表を聞きながら質問や意見を交わし、社会課題について多角的な視点から考え

る機会を得た。特に、異なる文化的背景を持つ生徒同士の対話を通して、問題の捉え方や

価値観の違いを理解する場面が多く見られ、国際協働学習としての意義が確認された。 
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4. 成果 

 本国際会議を通して、生徒の発信力及び、国際的な対話経験の向上が確認された。第一

に、英語による発信力の向上である。生徒は探究活動でまとめた内容を英語で発表する経

験を通して、自らの考えを国際的な場面で伝える自信を高めることができた。第二に、社

会課題を多角的に捉える思考力の育成である。海外校の生徒との議論を通して、多様な視

点や価値観に触れる機会となり、課題を多面的に考察する姿勢が育まれた。第三に、国際

協働学習の経験である。異なる文化的背景を持つ生徒との交流を通して、自らの意見を伝

えるだけでなく、他者の考えを理解しながら議論を深める姿勢が見られた。これらの経験

は、本校が目指す「主体的に学び、社会とつながる力」の育成に資するものであり、探究

活動の成果を国際的な場面で活用する実践的な学習機会となった。 

 

5. 課題と今後の展望 

 今回の国際会議を通して、今後の発展に向けた課題も明らかとなった。第一に、英語で

思考し議論する力のさらなる向上である。本校生徒は英語で発表する力を十分に発揮して

いたが、ディスカッションやフィードバックの場面では、他校の発表内容をその場で分析

し、根拠をもとに議論を深める力をさらに伸ばしていくことが課題として挙げられた。今

後は、リサーチ段階から英語で思考し議論する学習プロセスを取り入れることで、より高

度な対話型学習へと発展させる。 

 第二に、リアルタイムでの対話力の強化である。海外校の生徒の中には、発表内容を深

く解釈しながら具体例を挙げて議論を広げる様子も見られた。本校においても、探究活動

で培った分析力を英語での即時的な対話へと結び付ける指導を充実させることで、さらな

る学習効果が期待される。また、本国際会議は本校の教育成果を国際的に発信する機会で

もある。今後は、より多様な生徒が参加できる形で実施することで、探究活動と国際交流

を結び付けた教育実践を展開していく。 

 

6. 所見 

 本国際会議は、本校の探究活動及び、英語教育の成果を国際的な場で確認するととも

に、生徒にとって社会課題を多角的に捉える貴重な学習機会となった。海外校の生徒との

対話を通して、生徒は自らの考えを英語で発信する経験を積むとともに、多様な価値観を

理解しながら議論を深める姿勢を育むことができた。今後は「英語で発信する力」に加

え、「英語で思考し対話を深める力」を育成することで、本校の探究学習と国際教育のさ

らなる発展につなげていきたい。本取り組みを継続的な教育活動として位置づけること

で、生徒の主体的な学びをより一層支えていくことを推進する。 

                              （文責：佐藤 奈津） 
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脚注：「国際会議プログラム」 
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脚注：「国際会議プログラム」 
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脚注：「国際会議プログラム」 
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【8】グランドルーブリック 

 

1. 概要  

 昨年度策定したグランドルーブリックについて、その位置づけの整理と具体的な教育活

動への取り入れを念頭とした詳細の検討を行った。次年度から実施する 1コマ 65 分授業

を念頭に、本ルーブリックを教科指導の指針とすることを決定し、設立したルーブリック

検討委員会において整理・検討を行った。各スキルの尺度と到達目標を定め、教科ごとに

検討できるよう基盤を整えた。 

2. 実施内容 

（1）ルーブリック検討委員会の設置 

 ルーブリックを教育活動へ取り入れるにあたり、教務部長を筆頭に構成されるルーブリ

ック検討委員会が設置された。4名の若手教員が選出され、本検討委員会により、10 のス

キルの整理とルーブリックの運用に向けた協議を行うこととなった。  

（2）グランドルーブリックの位置づけ 

 まず本校の方針を踏まえながら、姫路女学院グランドルーブリックの位置づけについて

検討委員間で合意の形成を図った。本校の方針として今回の検討に大きく影響したのが、

1コマ 65 分授業の導入である。1コマの時間を長くすることで生徒主体の授業へ転換する

こと、またこれに伴い下校時刻を早くすることで放課後において生徒主体の時間を確保す

ることを目的とした改革である。これにより、教員は自身の授業スタイルを改めて見直

し、より生徒主体となる授業を構築することが必須となった。 

 上記を踏まえ、検討委員会において、グランドルーブリックは、教員自身の教育活動、

特に教科指導を振り返り、改善するためのものであることを確認した。すなわち、本校の

教育で育成する力を具体化したグランドルーブリックを念頭に、教員が指導や活動を計画

し、生徒の学びの実態を踏まえて自身の実践を見直すというプロセスを循環させることを

目的としている。そのため、教科や単元によって扱うスキルに偏りが生じることは想定さ

れている。教育活動の指針である以上、10 のスキルを一度に網羅する必要はない。内容と

照らし合わせ、適切なスキルを選び取り、指針として活用することが重要である。大切な

ことは、このグランドルーブリックが特定の時間ではなく、学校の教育活動全体で意識さ

れ、俯瞰した際に 10 のスキルが網羅されているということなのである。 

（3）スキルの尺度と到達目標の設定 

 グランドルーブリックの位置づけを確認したうえで、教育活動へ取り入れるための検討

に進んだ。先進校の取り組みも参考に、各スキルを 5つの段階の尺度として整理し、高校

卒業時の到達目標をレベル４に設定した。レベル 5を到達目標以上とすることで、教員が
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最終的なゴールを見通せるようにすると同時に、生徒にも目指す高みをイメージさせるこ

とを意図している。５つの尺度を作成するにあたっては検討委員会のメンバーで試行錯誤

を重ねた。本校の教育の特色をどのような文言で反映させるか、教職員・生徒・保護者の

共通言語として活用するにはどのような文言や文量が適切かについて複数回の会議で検討

し、校内での確認を経て、暫定としての姫路女学院グランドルーブリックが完成した。例

として、スキルの一つである「創造スキル」のルーブリックを以下に記載する。  

________________________________________ 

◆レベル 1（これからの段階） 

概要：新しい発想の必要はないと考える。 

詳細：自分の考えに自信がなく、決められたやり方に従いがちである。新しい発想をする

ことに不安を感じ、他の人と違う意見を言ったり行動をしたりするのをためらってしま

う。 

________________________________________ 

◆レベル 2（意識し始めの段階） 

概要：こんなアイデアがあったら…と思いをめぐらせる。 

詳細：自分の考えを持とうと意識し始めるが、周囲の評価が気になり新しいアイデアを言

い出せないことがある。既存のやり方に頼りつつも、改善への気持ちが芽生え始めてい

る。発想はまだ広がりきっていない。 

________________________________________ 

◆レベル 3（成長段階） 

概要：アイデアを形にしようとする。 

詳細：身近な課題に対して、自分なりの工夫や新しい方法を考えられるようになる。他者

の意見も取り入れながら、アイデアを形にしようと努力している。失敗しても見直す力が

あり、少しずつ独創的な発想が生まれ始めている。

________________________________________ 

◆レベル 4（発達段階） 

概要：知識や感性を組み合わせ価値創造ができる。 

詳細：既存の考えにとらわれず、目的に合わせて柔軟に発想を広げることができる。知

識・経験・感性を組み合わせ、新しい価値を生み出そうとする姿勢がある。仲間と協力

し、周囲にも良い刺激を与え、創造的な雰囲気を高められる。

________________________________________ 

◆レベル 5（理想像） 

概要：独創的な発想で課題を解決できる。 

詳細：豊かな教養と広い視野を生かし、社会や人々のために新しい価値を創り出すことが

できる。直感と論理を自在に使いこなし、独自の発想で問題を解決する力を持つ。伝統を

大切にしながら未来を見据え、自ら新しい時代を切り拓いていく。 
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3. 成果と課題 

 昨年度 10 のスキルを策定したものの、具体的な活用までの展望を描くことは難しかっ

た。今年度は、検討委員会の立ち上げによる校内体制の整備、また 65 分授業の導入とい

う契機により、具体的な教育活動へのグランドルーブリックの導入を進めることができ

た。さらに、教育活動への導入を見据えた職員研修も実施することができた（2 管理機関

の取り組みの【2】職員研修に前述）。次年度に向け、教職員が一定程度の共通イメージ

を持った状態となったことは成果であると考えられる。一方で、教育活動にどのように導

入するのか、導入した成果をどのように評価していくのかといった活用プロセスは各教員

に委ねられている部分が大きい。次年度には、個人ではなく組織として活用を進めるため

のさらなる準備が必要であると考えられる。 

 4. 今後の展望 

 姫路女学院グランドルーブリックの策定から運用へ移行するための組織的取り組みを進

めていく。一人一人の教員の研鑽は必要であるが、それだけでは教育活動全体の足並みを

そろえることは難しい。組織としての推進のもと、各教員の取り組みとそこからの組織へ

の還元があってこそ、よりよい教育活動につながると考えられる。また本ルーブリックと

本校の教育の特色が真に合致しているのかという妥当性の検証も行っていく。 

                                 （文責：上田 友梨香） 
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４ 拠点校の研究開発の内容・活動実績 （留学生受け入れ） 

 

1. 概要 

 本項では、本構想の目的である「外国からの入学生を高度人材として育成すること」を

実現するための姫路女学院での取り組みについて報告する。昨年度は、留学生受け入れ体

制の基盤構築として、生活支援体制の整備及び体系的な日本語教育カリキュラムの導入を

行った。本年度はこれらの取り組みを継続するとともに、日本語教育の高度化と教科横断

的な学習支援体制の整備を進め、留学生が日本語によって教科内容を理解し、主体的に探

究活動や国際的な学習活動に参加できる教育環境の構築を推進した。 

 

2. 実施内容 

（1）生活支援 

 留学生が来日する 3月下旬から 4月上旬にかけて、国際連携推進センターの教職員が中

心となり生活基盤の整備を支援した。住民登録や保険加入などの行政手続き、銀行口座の

開設、生活必需品の購入など、日本で生活を開始するために必要な手続きをサポートし

た。来日直後の留学生にとって、日本語によるコミュニケーションは大きな負担となる。

そのため、本校では手続き的な支援のみならず、生徒と教職員の信頼関係の構築を重視し

ている。来日時から積極的にコミュニケーションを図ることで、生徒が安心して相談でき

る環境を整え、生活面・心理面を含めた継続的な支援体制を維持している。 

（2）日本語教育プログラムの高度化 

 昨年度導入した日本語教育カリキュラムを継続しつつ、本年度はその体系化と高度化を

進めた。本校の日本語教育は、単に日常会話としての日本語能力を習得することを目的と

するものではなく、日本語によって教科を学び、日本人の生徒と同じ授業に参加できる学

習言語能力（Academic Japanese）の育成を目的としている。この目的のもと、本校では

「姫路女学院日本語プログラム」を中心とした教育体制を構築している。本プログラム

は、多様な背景を持つ留学生や外国ルーツの生徒が、日本の高校教育へ段階的に適応でき

るよう設計されたものであり、日本語学習と教科学習を結びつける「学びの架け橋」とし

て機能している。 

 

・1年次の集中日本語教育 

 1 年次では、日本語能力の基礎を確立するため、学校設定科目として週 9時間の日本語

関連授業を配置している。さらに土曜日のリベラルアーツ授業や放課後補習を含めると、

生徒は毎週 10 時間以上の日本語学習に取り組むこととなる。1年次では、生活場面で必要

な基礎的日本語能力を早期に習得するとともに、読解・表現・発表などの学習言語の基礎

を身につけることを重視している。授業では「GENKI」シリーズや「教科につながる日本

語」などの教材を用い、教科書理解や情報整理など、将来的な教科学習につながる技能の
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育成を行っている。また、日本文化をテーマとした探究型授業を通して、日本語で思考・

調査・発表を行う力の向上にも取り組んでいる。 

 

・教員によるチーム型指導 

 本プログラムの特徴の一つは、複数教科の教員によるチーム型指導である。日本語教育

コーディネーター、日本語教員、国語教員、理科教員に加え、日本語能力試験 N1 を取得

した外国人スタッフが授業に参加し、それぞれの専門性を活かして言語面と教科学習面の

双方から生徒を支援している。また、週 1回の学科会議において授業内容や生徒の学習状

況を共有し、カリキュラムの改善や授業計画の調整を行っている。 

 

・2年次のメインストリーム移行 

 2 年次からは国語や社会など日本語で学習する教科が本格的に始まる。そのため本年度

は、日本語教育の重点を生活言語から学習言語へ移行する段階として位置づけ、授業内容

の高度化を進めた。2年次でも週 7時間の日本語授業を継続し、土曜日のリベラルアーツ

授業や放課後補習と連携することで、教科学習に必要な日本語能力の定着を図っている。

また、日本語プログラムの対象生徒には特別な国語授業を設け、日本人の生徒と同等の内

容へ段階的に到達できるよう支援している。さらに本年度 8月には、日本語教育カリキュ

ラムアドバイザーであった佐藤教諭が日本語学科主任として着任し、1・2年次の日本語教

育カリキュラムの体系化と教科連携を一層推進した。来年度からは、日本語教育チームに

数学及び教養科目の教員も加え、教科横断的な支援体制をさらに拡充していく。 

 

（3）リベラルアーツ教育（探究学習）と国際教育への接続 

 本校の特色ある教育との連携も深めた。具体的には隔週土曜日の総合的な探究の時間と

して実施する「リベラルアーツ教育」や「国際教育」との有機的な統合である。探究学習

においては、日本文化学と称し、留学生を含む生徒グループは日本語での思考力を高める

取り組みを行っている。（詳細は【2】日本文化探究を参照されたい。） 

 国際教育においては、留学生を含む生徒グループが、英語によるプレゼンテーションを

作成し、アジア地域の高校生が参加する国際会議において発表する機会を得た。日本語に

よる学習と英語による国際発信を組み合わせたこの活動は、本校の国際教育の重要な成果

の一つであり、生徒が多文化社会の中で主体的に社会課題を考える力を育成する取り組み

となっている。（詳細は【7】高校生国際会議を参照されたい。） 

 

3. 成果と今後の課題 

 本年度は、昨年度構築した留学生受け入れ体制を基盤として、日本語教育プログラムの

高度化と教科横断的支援体制の整備を進めることができた。特に、日本語による学習能力
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を育成することで、留学生が探究学習や国際交流活動にも主体的に参加できる環境を整え

たことは大きな成果である。また、外部評価として 2025 年 11 月に開催された「第 30 回

ちがうことこそすばらしい！子ども作文コンクール（全関西在日外国人教育ネットワーク

主催）」において、本校の留学生 2名が入賞した。これは、日本語による表現力の向上だ

けでなく、多文化社会の中で自らの経験や考えを主体的に発信する力が育成されているこ

とを示す成果である。今後は、日本語教育と教科学習のさらなる連携を図るとともに、大

学や国際機関との連携を強化し、留学生が日本社会及び、国際社会で活躍できる高度人材

として成長できる教育モデルの構築を進めていく。 

                              （文責：佐藤 奈津） 
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５ 外部連携 

 

【1】高大連携 

 

1. 概要  

 事業協働機関である各大学との連携構築にあたり、昨年度から連携を行う甲南大学と連

携の具体的な実施段階へと移行した。令和 7年度には、昨年度に引き続き、大学教授によ

る特別講義の実施と、先取り履修の協議及び留学生受け入れにかかわる情報交換を行っ

た。 

2. 詳細 

（1）大学教授による特別講義 

 甲南大学全学共通教育センター教授の石川隆士氏を招き、本事業で開発する探究カリキ

ュラム「未来クリエイト」において特別講義を２回実施した。内容としては、マーケティ

ングへの活用を念頭に、どのような顧客アンケートを作成すべきか、どのように分析し次

に活かすかについて講義を受けた。また第１回講義については、その内容をもとに生徒が

作成したアンケートの添削を受け、理論と実践を往還する学習機会とした。 

＜第 1回＞ 

日時：令和 7年 7月 5日（土）9：30～11：20 

参加生徒数：9名 

内容：効果的なアンケートの作り方 

＜第 2回＞ 

日時：令和 7年 9月 20 日（土）12：00～13：50 

参加生徒数：9名 

内容：マーケティングと顧客アンケートの結果分析 

（2）先取り履修の協議 

 昨年度に締結した協定をもとに、具体的な履修科目・時期・方法等をオンライン会議で

決定した。会議にあたっては、甲南学園 経営企画室 新美太基氏と管理機関・拠点校の代

表者が参加した。以下の通り、先取り履修という制度のもとで令和 8年度に実施すること

で合意した。 

 ・履修科目：「AI・データサイエンス入門」 

・履修時期：令和 8年度後期（9月～1月） 

・履修方法：オンデマンド 
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 本先取り履修の課題としては「履修方法」にある。オンデマンド講座の履修となったた

め、大学の雰囲気や通学環境など、実際にキャンパスを訪れてこそ体感できる魅力につい

ては、十分に伝えきれないという課題がある。先取り履修の主目的としては、高等学校と

は異なる、多様で高度な学びを高校生に提供することではあるが、合わせて、卒業後の進

路形成を具体化する機会としても位置づけられる。大学側の協議の都合、令和 8年度は対

面での実施には至らず、オンデマンド講座での実施にとどまる予定である。しかしながら

甲南大学は、履修方法の異なる科目についても先取り履修を検討していきたいと前向きな

意向を示している。それを踏まえて、令和 8年度には試験的に、大学キャンパスで行われ

る科目を聴講する仕組みの構築に向けた協議を進める。 

 

（3）留学生受け入れに関わる情報交換 

 本事業で構築するコンソーシアム及び、AL ネットワークの到達目標である「中等教育段

階からの留学生受け入れ」を推進するため、甲南学園と学校法人摺河学園の間で協議の場

を持った。 

日時：令和 7年 10 月 17 日（金）16:00～17:30 

場所：甲南大学岡本キャンパス 

出席者：甲南学園理事長 長坂悦敬氏 

    甲南学園経営企画室 新美太基氏   

    甲南大学全学共通教育センター 石川隆士教授 

    学校法人摺河学園理事長 摺河祐彦 

    学校法人摺河学園理事長補佐 平井正和 

    学校法人摺河学園事務局長 摺河里紗 

    姫路女学院中学校・高等学校 国際連携推進センター 副センター長 上田友梨香 

協議事項：両機関における留学生の在籍状況（学年・人数・出身国等）と受け入れ体制 

 学校法人摺河学園からは、受け入れ体制として日本語教育を含めた教科指導及び、生活

支援について報告するとともに、留学生の在籍状況を提示した。また、高校から留学する

生徒は、日本での大学進学を希望しており、特に国際系や理系（理工学・建築学等）への

関心が高いことも共有した。その具体的事例として、令和 7年 8月にインドネシア・ジャ

カルタ近郊にある、タラカニタ財団所属の高校等で募集説明会を行った際、甲南大学をは

じめとした日本の大学との連携が、保護者から高く評価された旨を報告した。 
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 甲南大学からは、留学生の在籍状況と今後の受け入れ体制の整備の方針について報告が

あった。現状としては留学生の在籍割合は少ないが、今後その受け入れ数を増やすため、

日本語教育をはじめとした学習支援及び、住居を含めた生活支援を検討していることが共

有された。そして、甲南大学の留学生の育成像として「地域社会に根付いた留学生」が示

された。大学卒業後、日本に就業し地域社会の持続的発展に資する留学生の育成を目指す

方針であり、そのためにも、高校段階からの留学生を積極的に受け入れたいとの意向が示

された。 

 この情報交換を経て、高校・大学それぞれの留学生受け入れに関わる現況と展望が共有

された。本協議における重要な成果は、両機関が「地域との関わり」を重視して留学生の

受け入れを推進するという、共通の方針を確認できた点にある。今後も継続的に情報交換

を行い、連携を深めることで合意した。 

 

3. 成果と課題 

 年間を通じた取り組みにより、甲南大学との連携をさらに深めることができた。特に

(3)に記載の留学生の受け入れにあたっては、将来像の共有という点で具体的進展が見ら

れた。また、令和 8年度には、本事業の枠組みを超えた甲南大学との広範な連携について

合意に至ったことも特筆すべき成果である。一方で、異なる組織間での連携ゆえに、迅速

な意思決定には限界があり、調整に一定の時間を要するという課題も明らかとなった。 

 

4. 今後の展望 

 本事業の初年度より受け入れる留学生は、令和 8年度に高校卒業を迎える。日本の大学

に進学し国内で就職する。日本社会を牽引するグローバル人材を輩出するためには、高校

卒業後の進路先である大学との連携は、本取り組みを推進する上で重要である。令和 8年

度、甲南大学はもとより、高大連携を強化するための協議を一層広く進める方針である。

また、先取り履修の実施により、高校生の高度な学びの環境がさらに広がると考えられ

る。大学との連携による高校生への学習効果を検証しながら、さらに連携を深め、AL ネッ

トワークの構築を確固たるものとしていく。 

                             （文責：上田 友梨香） 
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【2】留学生募集 

1. 渡航の目的  

 本渡航は、本校が属するインドネシアの財団傘下にある姉妹校（全 60 校）を対象に、

本校への 留学を希望する生徒の募集を目的とした学校説明会を実施することであった。

タラカニタ財団内には、オフショアスクールを含め約 60 校で構成されており、その中の

中学・高等学校において、本校への留学に関心を示す生徒及び、保護者がいると財団管理

者から報告を受けている。今回はそれらを主な対象として、保護者向けの学校説明会を実

施した。  

2. 財団及び対象校の背景  

 タラカニタ財団は就学前教育から高等教育までを含む 60 校が属しており、地域的にも

広いネットワークを有している。近年は、海外留学や国際教育に対する関心が高まってい

る。その中でも 日本の高等教育への関心度が高く、特に姉妹校在籍生徒の進路選択肢の

一つとして本校に入学したのちに日本の高等教育を受けるという機会が認知されつつあ

る。  

3. 訪問校  

 本渡航においては、財団傘下校の中でも本校への留学関心が高い以下の学校を訪問し、

学校説明会を実施した。  

・Tarakanita Pluit School（North Jakarta）  

・Tarakanita Gading Serpong School（Tangerang）  

・Tarakanita Citra Raya School（Tangerang）  

・Tarakanita 4 Junior High School (Jakarta)-Offshore school  

※いずれの学校においても、主に保護者を対象とした説明会を実施した。  

4. 説明会の対象及び形式  

（1）対象  

・本校への留学に関心を持つ生徒の保護者  

・上記校の進路指導担当教員・管理職  

（2）形式  

・保護者向け対面式学校説明会  

・質疑応答  
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5. 説明内容  

説明会では、主に以下の点について説明を行った。  

・本校の教育理念及び特色  

・カリキュラム概要（国際教育・言語教育・進路指導）  

・留学プログラムの仕組み及び受け入れ体制  

・生徒サポート体制（生活指導・学習支援、カウンセリング等）  

・卒業後の進路実績（大学進学・国際的な進路）  

・入学までの流れ及び今後のスケジュール  

 

6. 保護者の反応と主な質問 

 説明会に参加した保護者からは、以下のような反応・質問が寄せられた。  

・安全面及び生活環境に関する関心  

・英語力・日本語力の入学時及び在学中のサポート  

・学費及び奨学金制度の有無  

・卒業後の大学進学先や進路の具体例  

7. 成果  

 本校への留学に関心を持つ保護者・生徒層への直接的な情報提供が実現した。また、財

団内の他の高校の管理職・教員との関係強化につながった。  

8. 今後の課題と展望  

・説明会後のフォローアップ（オンライン面談等）、特にタラカニタ第４中学校との関係

強化 

・財団全体を活用した継続的な広報・募集活動の構築  

・タラカニタ財団と協議しながら MOU の更新を考え、さらなる密なコミュニケーション 

を保つ  

・保護者向け情報（費用、生活面、進路実績）のさらなる充実  

 

9. まとめ  

 今回のインドネシア渡航による学校説明会は、財団内に在籍する中学・高等学校の生

徒・保護 者に対し、本校の教育内容及び、留学に関する理解を深める有意義な機会とな

った。 今後は、本渡航で得られた関心層との継続的なコミュニケーションを通じて、実

際の留学生受け入れへとつなげていくことが重要である。 

                              （文責：三浦 直美） 
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６ 研究開発の成果と課題 

 

【1】成果概要 

 

 今年度の成果としては大きく 3つ挙げられる。1つ目は、探究カリキュラムのさらなる

発展である。本事業で開発する探究カリキュラムの一つである「未来クリエイト」にお

いては、高校 2年生の台湾への海外修学旅行を、探究プログラムの一部として位置づけ

カリキュラムの開発を行った。特に台湾に所在する、姉妹校である国立基隆女子高級中

学との現地交流により、日本・姫路での探究内容について、海外の視点からフィードバ

ックを得られたことは特筆すべき成果である。その経験も踏まえ、多角的な視点をもっ

て取り組んだ探究の成果が、全国高校生フォーラム 2025 のファイナリストへの選出（奨

励賞受賞）につながったと考えられる。インターネット上の情報のみに頼らず、実際の

体験を通して探究を深めることは、今後の探究カリキュラム開発の取り組みにおいて、

継続的に推進する。 

 

 2 つ目は、国内外での連携の強化とその一つの成果としてのアジア国際会議の実施であ

る。海外からの入学生を含む外国人生徒と日本人生徒が相互に切磋琢磨することでグロ

ーバル人材を育成するという本事業の構想を念頭に、国内外の高校生が協働して学ぶこ

とのできる場づくりを試みた。その成果の一つとして、アジア国際会議を実現すること

ができた。ここでは、日本を含めた３か国４校の高校生がオンライン形式で集い、社会

課題について意見交換を行った。観覧のみの学校も含めると７校が参加し、グローバル

な学びの場となった。今後も、このようにオンラインも活用することで、国境を超えた

ワールドワイドな学習環境を進める。 

 

 3 つ目は、留学生受け入れ拡大に向けた活動としてのオフショアスクール等での募集説

明会の実施である。インドネシア・タラカニタ財団が運営するタラカニタ第 4中学校を

拠点校のオフショアスクールと位置づけ、入学生の受け入れを開始した。そして、本校

へのインドネシアからの入学生をさらに増加させることを目的に、募集説明会を実施し

た。オフショアスクールのみならず、近隣の財団傘下の中学校でも説明会を行った。こ

れは本校にとって初の試みである。中学校卒業時点で、国外の高校へ進学させるという

決断は、保護者にとって決して容易なものではない。高校入学後はもちろん、その後の

将来の展望もある程度描くことができて初めて、保護者も安心して送り出すことができ

る。その意味において、受け入れ校である拠点校（本校）の校長自らが現地に赴き、直

接保護者に語りかけた募集説明会の意義は大きいと考えられる。また、そこで生まれる

対話は相互理解や相互信頼の促進にもつながる。今後も受け入れ拡大に向けた体制整備

を進めながら、募集説明会をはじめとする情報発信の場を増やしていく。 
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 今年度は、拠点校のみならず、連携校や連携機関との関係性を意識した、より広域的

な視座で事業を推進することができた。次年度も引き続き新たな成果を目指して取り組

む。 

                                      （文責：上田 友梨香） 

【2】今後の展望と課題 

 

 次年度は拠点校指定の最終年度を迎える。それを踏まえ、昨年度及び今年度の取り組み

を踏まえた次年度の課題として、主に 2点が挙げられる。1つ目は、姫路女学院グランド

ルーブリックの運用を取り入れた探究カリキュラムの完成である。2か年にわたり構築を

進めてきた探究カリキュラムも、次年度は最終学年を迎える。2か年の取り組みをどのよ

うに結実させるか、すなわち生徒の将来にどのようにつなげていくかという点を重視しな

がら、構想を具体的な形にしていく必要がある。その際、成果を客観的に測定することが

不可欠である。すなわち、姫路女学院グランドルーブリックを活用する機会と捉えるべき

である。ルーブリックは、従来の評価基準では数値化が難しかった項目を可視化すること

を可能にする。そのため、探究カリキュラムのように総合的な資質・能力を育成する教育

活動の成果検証にも適していると考えられる。こうした成果検証を通して、構築したカリ

キュラムの持続的な改善サイクルを確立させていく。 

 2 つ目は、留学生受け入れをさらに拡大するための取り組み強化である。拠点校におい

ては海外からの入学生の受け入れの 2年目を終え、日本語学科の創設など、徐々に留学生

受け入れ体制が構築されつつある。今後は、このような留学生受け入れの取り組みをコン

ソーシアムとして推進し、拠点校で蓄積された成果や実践を他校とも共有していくことが

求められる。しかしながら、留学生の母数が限られているという現状がある。そのため、

留学生の送り出し機関と複数連携して関係性を構築し、より多くの留学生が日本の高校へ

進学することを目指した取り組みを進めていかなければならない。産官学の連携も活用し

ながら、次年度中にその足掛かりを見出していく。 

 拠点校指定の最終年度を迎えるにあたり、3ヵ年で達成すべき目標、その先に見据える

展望を関係者間で共有しながら、着実に取り組みを進めていく。 

                                       （文責：上田 友梨香） 
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 【3】検証委員からの総括 

 

学校法人摺河学園の WWL コンソーシアム構築支援事業「城下町 Himeji からのグローバ

ル人材育成」に対する第三者の視点からの評価と今後の展望（元兵庫県知事 金澤和

夫） 

1. 構想のねらいと令和 6年度の実績 

本構想は、世界遺産・姫路城を中心として街中に日本の伝統文化が息づくとともに、その

魅力が世界中から多くの旅行者を惹きつけている「城下町姫路」の特性を踏まえ、 

・留学生の受け入れ 

・探究型学習 

の二つを大きな柱として、グローバルな視点と意思疎通能力を備えつつ、地方都市のさらな

る魅力化に貢献できる次世代の人材を育成しようとするものである。 

 

 「留学生の受け入れ」といっても、単に外国人学生を多数入学させればよいというもので

はない。本構想で狙いとするのは、多様なルーツを持つ学生が混じり合い、学び合うことに

よって、彼らが世界各地域の歴史的・文化的背景や価値観の多様性を理解し尊重する態度を

育み、融和と協調を基礎とする新たな国際社会の担い手として育っていくように導くこと

である。また、「探究型学習」の深化のためには、学生に対してグローバル・ローカル双方

の視点で幅広い探究素材を提供できる環境や体制を構築するとともに、カリキュラム全体

の継続的な磨き上げを適切にマネジメントする仕組みを整える必要がある。このため、大学

との連携による先取り履修制度の導入や、海外研修の強化、民間連携による地域課題発掘な

どに取り組むとともに、学習を通じて達成すべき目標とその到達度を体系的に評価するた

めのルーブリック（評価基準表）を導入することとされている。 

構想初年度の令和 6年度においては、構想全体の実施体制として、拠点校（姫路女学院）・

連携校・事業協働機関で構成する AL（アドバンスト･ラーニング）ネットワークの整備、運

営指導委員会・事業検証委員会等の管理体制の整備が進められた。また、姫路女学院におい

て、同校のオフショアスクール（海外分校）が所在するインドネシアからの留学生受け入れ

体制の整備、複数回の海外研修の実施、姉妹校であるナザレ校（ポーランド）の短期留学生

と共同での広島平和学習の実施、留学生向けを含む探究型学習のカリキュラム開発などが

行われたところであり、ルーブリック作成に向けた検討にも着手されている。 

 

2. 令和 7年度の実績と評価 

(1) 構想全体の実施体制関係 

 前年度に引き続き、 

 ・ 城下町教育 AL ネットワーク推進会議 



62 

 

 ・ 拠点校・事業連携校連絡協議会 

 ・ 大学との先取り履修推進会議 

 ・ 運営指導委員会 

 ・ 事業検証委員会 

などの組織・機関により、構想具体化に向けた課題の共有、構想の質的向上への努力、事業

進捗状況の管理などが適切に行われたものと評価できる。 

 

(2) 留学生の受け入れ関係 

 姫路女学院において、本格的に受け入れを始めた留学生のための日本語学科の立ち上げ

と、「国際カリキュラム」（日本語、日本語会話、日本文化探究の 3科目）の展開、高校三

学年を通じた日本語教育シラバスの作成への着手、オフショアスクールの生徒に対する日

本語教育、寮生活を送る留学生のための日常生活への支援などが行われた。 

また、海外連携校を運営する事業協働機関であるタラカニタ財団（インドネシア）傘下の

中学校・高等学校 4校において、本構想下での留学の理念、カリキュラム、受け入れ・サポ

ートの体制、卒業後の進路等について説明会を開催することにより、日本留学への理解の促

進と志望者の拡大への取り組みが行われた。 

 

 さらに、すでに姫路女学院で学んでいる海外からの留学生及び外国にルーツを持つ生徒

（国際生）は、日本人生徒と共に次のような探究学習に取り組んだ。 

 ・ 日本文化探究（国際カリキュラム履修生徒対象） 

   高校 1年次には、「遊び」を切り口に日本の慣習や伝統行事といった日本文化を学び、世

界の遊びと比較することで探究的な学びを強化するとともに、姫路市国際交流フェスティ

バルに出展して地域との連携を図った。また、2年次には「姫路の魅力化」をテーマに、市

内外国人居住者の課題を解決するための新規事業を考案し、関係団体との連携によりプロ

トタイプ事業を実施して検証する取り組みを行った。日本語教育の充実、日本の生活慣習や

文化への理解促進、日常生活への支援などは、留学生がその潜在能力をのびのびと発揮して

日本での学習を実り多いものとするために不可欠の環境整備である。現状での拠点校（姫路

女学院）の取り組みは、そうした要請に一定程度応えることができているものと評価できる。 

また、留学生が日本人生徒と一緒になって共に探究学習に取り組むことは、多様な世界の

文化や価値観を互いに理解し尊重する姿勢を身につけるという意味で、留学生と日本人生

徒の双方にとって極めて重要であり有益である。 

 現状では、まだそれぞれの生徒の外国語コミュニケーション能力が制約要素となって、こ

うした共同での探究学習は限られた範囲にとどまっているが、実際に学習に取り組んだ生

徒には大きな成長がみられ、期待した成果が十分に挙げられたと評価してよい。 
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(3) 探究型学習関係 

 上記(2)に記した国際生と日本人生徒が共同で取り組む探究学習のほか、グローバル人材

育成に向けた探究学習として次のようなカリキュラムが開発・実施された。 

 ・ 未来クリエイト（中高一貫コース生徒対象） 

姫路市の社会課題についてのプロジェクト型探究、観光をテーマに、高校 1年次には外部講

師による課題提示、イベント来場者アンケート、データ収集・分析方法の学習、フィールド

ワーク、新規事業提案ワークなどを行った。2年次には地元企業 2社と連携し、企業資源を

活用した姫路市の観光課題の解決のための具体的施策について考案し、実施に取り組んだ。 

また、中高一貫コース生徒を対象とする必須海外研修として、中学 3年生のカナダ研修旅

行、高校 2 年生の台湾海外研修、並びにその準備としての中学 2 年生のイングリッシュキ

ャンプが実施された。これらの研修の成果は、中学 3年生の場合、中学校 3年間を通じて学

んだ演劇教育と連携する形で、カナダ民話のトーテムポールに題材をとった朗読劇の創作・

発表として実を結んだ。また、高校 2年生では、姉妹校である台湾の基隆女子高級中学の生

徒との間で上記「未来クリエイト」の探究学習成果の発表・意見交換を行い、台北市内でも

フィールドワークを行うプログラムを組み込むなど、海外研修と探究学習を有機的に結び

つける工夫がなされたところである。 

このほか、前年に引き続き姉妹校であるナザレ校（ポーランド）からの短期留学生と姫路

女学院の生徒による広島平和学習が実施された。また、ローカル課題をグローバルに捉え直

す試みのひとつとして、姫路女学院と海外連携校のインドネシア・タラカニタ財団からの 2

校、台湾・基隆女子高級中学の 3か国 4校で学ぶ高校生が参加して、「持続可能な都市づく

り」をテーマにオンラインによる国際会議が開催された。 

 高大連携の分野においては、事業協働機関である甲南大学との連携により、令和 8年度後

期に「AI・データサイエンス入門」のオンデマンド講座を受講できる仕組みが具体化する見

込みとなっている。 

 

 これらの探究型学習カリキュラムの開発と具体的展開は、今年度において大きな進展が

見られたものと評価できる。もとより、拠点校である姫路女学院のなかでも、こうした探究

カリキュラムで学ぶ機会を得た生徒は一部にとどまっていて全校的に拡がるには至ってい

ない。しかし、その機会を得た生徒は「全国高校生フォーラム 2025」で奨励賞（参加 123 校

中 9校）を受賞するなど、まことに大きな成長の足跡を刻んでおり、その成果は「リベラル

アーツフェスティバル」における発表という形で全校生徒と共有された。 

このことは、今後の展開の大きな足掛かりになるはずであり、拠点校姫路女学院での取り

組みがさらに広く深いものとなること、さらには、拠点校単独から AL ネットワーク全体に

拡がっていくことが期待される。 
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(4) グランドルーブリックの作成 

グローバル・ローカル双方の視点に立つ力、多様な世界の文化や価値観を理解し尊重し

合う態度、探究型学習で伸ばすことを意図する種々の能力などは、その成果を通常の学習到

達度のような評価方法で測ることが困難な、いわゆる非認知能力である。 

このため、姫路女学院ではルーブリック評価の開発に取り組むこととしており、今年度、

具体的な「姫路女学院グランドルーブリック」が作成された。これは同校の教育活動全般を

通じて育もうとする非認知能力を、10 のスキルとして設定し、それぞれ 1～5のレベルに区

分したものである。 

このグランドルーブリックを作成することができたのは、本構想の進捗の効果を客観的

に可視化する手段の開発として、大きな進展である。ルーブリックの内容自体も、精緻で完

成度の高いものになっていると評価できる。 

 当然、次のステップは学校の教育課程全体にこれを取り入れることであるが、課題は全教

員が等しくこのルーブリックの内容を的確に理解し、日々の教育実践に反映させていくこ

とができるかという点にある。教員からのフィードバックに柔軟に対応することも含め、現

場での運用に細心の注意を払う必要があると思われる。 

 

3. 今後の取り組みに向けて 

 世界情勢をみると、米国、ロシア、中国などの大国が「力による支配」への志向を強めて

おり、実力行使も躊躇しない過激な行動がしばしばとられるようになっている。多くの中堅

国においても、格差の拡大や経済的な余裕の喪失などが背景となって、融和と協調を否定し

分断と対立を容認する排他的な意見が大きな影響力を持つ風潮が生まれており、ダイバー

シティに対する寛容な態度が徐々に失われつつあるように思われる。一方で、人、モノ、情

報のグローバル化はますます加速しつつあり、社会を構成する人間そのものも、彼らが持つ

文化的背景や価値観も、多様化の一途をたどっている。地球温暖化や水資源、鉱物資源など

グローバルな環境問題もますます深刻化しており、こうした問題の解決には相互の立場や

意見の違いを乗り越え、理解し合い、譲り合う姿勢が不可欠であるといえる。 

本構想を通じて育成しようとする人材はまさにこうした問題解決の担い手となりうる人

材であり、ささやかではあっても一歩一歩、本構想を進めていくことの重要性を改めて痛感

するところである。 

 

次年度は本構想の取り組み 3年目、最終年度にあたる。これまでの 2年間、本構想の企図

は着実に実行されつつあると考えるが、課題もいくつか残されている。 

 ひとつは、事業協働機関である大学や、国内・国外の連携校との連携のさらなる強化であ

る。大学との間では、高大連携カリキュラムの開発や高校卒業から大学進学に至る過程での

連続性の確保などが、依然として課題として残っている。また、多くの取り組みが姫路女学

院単独での取り組みにとどまっており、現状ではまだ国内外の連携校への広がりに欠けて
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いる。こうした連携先との関係の強化によって、真の連携共同体として機能するように取り

組んでいくことが必要である。 

もうひとつは、可能な限り多くの教員が本構想の推進に関わり、成功体験を共有すること

である。留学生も含め、実際に探究学習カリキュラムの中で学んだ生徒には極めて大きな教

育的効果がもたらされたことは疑いがない。関わった生徒も教員も、このことを強く実感し

ているはずである。こうした実感の輪を広げていくことが、探究学習の更なる深化と拡大に

向けたエネルギーになるものと思われる。 

3 つ目は、受け入れ留学生の量的拡大である。探究学習の過程のみならず、日常一般の学

校生活においても、多様なルーツを持つ留学生によるダイバーシティが存在することは日

本人生徒に好ましい刺激を与え、彼らの世界を広げる効果を持つと思われる。その意味では

留学生の数はもっと多数であることが望ましい。もとよりそこでは受け入れ校の人的・財政

的負担の問題を避けて考えることはできない。中学・高校といった若年世代の留学生を受け

入れる仕組みについて、国・県・市の行政による支援や、地元経済界による支援の仕組みが

整えられることを望みたい。 

 

最後に、教育課程へのグランドルーブリックの円滑な導入である。ルーブリックはそのま

までは単なる文書であり、頭の整理に過ぎない。教育現場で教員が使いこなして初めて、非

認知能力を伸ばすための有効なツールとして生きてくるものである。現時点では、ルーブリ

ックを試行的に適用しているのは演劇教育や「未来クリエイト」など一部分野にとどまって

いるが、幅広い分野でその実効性が上がるよう、教員の理解促進とルーブリックの柔軟な運

用に努める必要がある。 

本構想は、姫路女学院がこれまで個別に取り組んできた国際教育やオフショアスクール、

リベラルアーツ教育などの実践を基礎としながら、その上に先進的なカリキュラム開発と

関係機関のネットワーク構築を組み合わせることにより、グローバル・ローカル双方の視点

を備えた人材育成を「システム化」していくための重要な契機となるものと考える。 

すでに成果の一端は目に見えるものとなっているが、本構想のポテンシャルは極めて高

く、期待もそれだけ大きいことを、管理機関である摺河学園においては十分認識いただき、

最終年度である次年度も、引き続き課題克服に積極的に取り組まれることを期待したい。 

（文責：金澤 和夫） 


